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市街地では住宅街の中を流れる黄金沢川も、源流をた

どるとその趣を大きく変えます。

「地元のかたは、あの場所はだいたい知っているんじゃ

ないですかね。市内ではなかなか見ることができない景色

ですよ。足を止めて岩場を流れ落ちる滝を眺めていると、

いつまでも飽きないですね」と、黄金沢川の源流について

山寄信幸さん(山口)は語ります。

自宅から太郎山が近いこともあって、黄金沢川沿いの

林道へはよく散歩に出かける山寄さん。「さすがに源流ま

ではめったに足を運ぶことはありませんが、健康のために

も、林道辺りまでは毎日出かけるようにしています。今で

は習慣になっていますよ。仕事が終わった後に行きますが、

休日は夫婦2人で散歩です。気分がいいですね。森林浴

にもなっていますから」とうれしそう。

山寄さん夫妻にとって、散歩という生活の中のひとコマ

にぜ太郎山や黄金沢川の自然が息づいているようでした。
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lJS官隊 (情報発信など)

昨年行った主な提言 | 
観光を中心!こ上回総合l情報ガイドの作成、上回散策コースづく

り、真田十勇士を活用しだ上田のPR万法などを提言。

[ 現在、話し合われている内容 | 
提言|こついて市の担当者から説明を受け、議論を深め、多くの

観光資源、をどのよう!こ「しらせJていくかを話し合っています。

つきあい隊
(周辺市町村との連携・各種交流など)

l 昨年行った主な提言 E 
市民運動と行政への参画め定めの「上田市人材

バンク」をつくる、 24時間運営可能な交流拠点、

(基地)の整備!こついて提言。

| 現在、話し合われている内容 11 

月ごとlこ「つきあいJIこ関連したテーマ(国際
交流、文化交流など)とその担当者を決め、話し

合っています。

(人材育成など)

昨年行った主な提言 l 

子育て支援を通じた地域づくりやNPO育成のだめの諸

施策の実施、人材登録制度の設置などを提言。

現在、話し合われている内容 | 
手育て支援やN.P0の育成、人材登録制度などlこついて、

さらiこ議論を深めています。

e -『‘“・

うえだ百勇士委員会は、市民の皆さんの立場 ・視線

で考える「生活者起点、」の活発な話し合いを行います。

その中力、ら提言をいただき、市政運営に役立てることや、

多くの市民の皆さんが話し合し¥提言することを通し

て市民参画意識を醸成することを目的としています。

①委員の皆さんが、自ら運営する自主運営組織です。

②委員の皆さんには、ボランティアで参加していただ

をます。
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昨年9月末に発足した「うえだ百勇士委

員会」は、 105名の上田を愛する熱を思い

を持った市民の皆さんが集まり v それぞれ 句

の隊のテーマに沿って活発な活動を行って

います。

昨年11月には、短期間にもかかわらず、

各隊で熱心に議論を重ねた提言内容を、最

初の提言書として、市ヘ提言をしていただ

をました。

提出された提言は、観光-教育 -福祉な

ど、幅広し、内容で、 24テーマ， 77項目に及び

ました。

1月下旬には、委員の皆さんの思いをじゅ

うぶん尊重して、うえだ百勇士委員会ヘ市

から回答をしました(回答の内容は、上田

市のホームページに掲載しています)。

その後、うえだ百勇士委員会の各隊では、

月に 1・2回程度、新たな提言や更に内容

を深めた提言に向けて、話し合いが行われ

ています。

市では、いただいた提言について、可能

なかぎり市政に反映するよう努めています。
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市内に在住、または通勤・通学

する20歳以上のかた

50人程度

平成15年7月~平成17年6月30日

所定の申込書(市企画課または上

田市のホームページにあります)

に「応募の動機Jと題したレポー
ト(400字程度・書式自由)を添
えて、企画課(市役所本庁舎3階)
に提出、またはメール (kikakuka@

city.ueda.nagano.jp)により送

付してください。

・締め切り (5月15日(ボ

.その他，応募者多数の場合は、選考により

決定させていただきます。希望さ

れる隊はできるだけ尊重いたしま

すが、ご希望に添えない場合もあ

りますのであらかじめご了承くだ

さい。各隊の会議は、ほとんどが

平日の午後7時か69時で、中央
公民館において開催されています。

最初の全体委員会は、7月上旬の

平日明愛7時かう予定しています0

・問い合わせ 詳しくは企画課(ft23・5112)
までお尋ねください。
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少守

『まるごと鋭先'"惚j としてすて

I;:.f上回町もし〈は『土悶1
.いずれにいたしましてもf土

』ヘリンクすることができま

L、リます.

上 回布

(地域資源の発見・保存など)

| 昨年行った主な提言 1 
城下町上回・蚕都上回の文化再発見、観光客の側!こ立つだ観光

の推進などを提言。

現在、話し合われている内容 E 
自然・環境・施設・歴史・文化・心を大切|こしだ地域づくりの

ため|之、①残し、伝えだいもの ②育み、っくりだいもの ③活

用しだい也のを見つけ、活かす万策を探っていこう を総合テー

マとし、文化財と観光のあり万!こついて、市の担当者を交えて話

し合っています。

いきいきいき隊 (健康・環境づくりなど)

l 昨年行った主な提言 | 
不登校対策として、教育・医療・地域が総力をあげてこの問題|こ

取り組むための支援センターの設立。公民館のあり万を見直し、館

長を公募で募り公民館活動の活性化を目指すことなどを提言。

現在、話し合われている内容 l' 

ボランテイアチケットや不登校問題など、個々の問題|ごついて専

門的lこ取り組んでいる人を招いて、話し合いをしています。

:正副隊長会 i

各隊合同会議
- l一一 |一 -r-1-
|日隊 11みつけ隊 1 1つきあい隊11そだて隊 |



保険料は、今後の高齢者人口の増 ・65歳以上のかたの年額保険料(平成15年度"'17年度)。
加、施設の整備の状況、サービス利

用者やサービス量の増加、 65歳以上

のかた(第1号被保険者といいます)

の負担割合が17%から18%に変更さ

れたことなどを考慮、して、基準月額

が3，098円に改定されました。

なお、年額保険料は右表のとおり

になります。

介護保険制度は、居宅サービスや

施設サービスに必要な費用を、国-

県・市の負担と40歳以上の皆さんが

納める保険料でまかなうことによっ

て支えられていますO

介護保険料は、 3年ごとに見直し

を行い、その地域の介護サービスの

水準によって算定されますO 今後、

高齢者が増加し、介護サービスの利

用が増えることが予想されるため

(グラフ1""3)、皆さんに必要なサー

ビスを提供していくためには、それ

に見合った保険料の改定が必要にな

ります。

保険料の改定に対する皆さんのご

理解をお願いしますO

区 分 年額保険料

生活保護世帯または市民税非課税で
18，600円

老齢福祉年金を受給している世帯

2 市民税非課税世帯 27，900円

3 市民税非課税者 37，200円

4 市民税課税者で年間所得金額200万円未満 46，500円

5 市民税課税者で年間所得金額200万円以上 55，800円

E介護保険事業計画(平成15年度，...，19年度)の推計データ・

a置彊 高齢者人口等の見込み(14年度は10月1日現在)

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

仁二コ総人口 仁二コ高齢者数 盟盤盟 要介護者数
※グラフ内の折れ線の数値は高齢化率(高齢者数/総人口)

a.，. 
①居宅サービス

介護サービス量の見込み (14年度は10月1日現在)

②施設サービス

3(，0人0)0 
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(人)
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014:年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 014年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
※居宅サービス・ー訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリ、
通所介護、通所リハビリ、ショートステイ芯どのサービス

E二]特別養護老人ホーム 仁二コ老人保健施設a... 介護サービス費用の見込み

15年度 16年度

70億
1，991万円

17年度

平成15年度から 3年間の

介護サービスにかかる費用

の総額 (200億3，514万円)

をもとに、今回、介護保険

料を改定しました。

療養型病床群など

問い合わせ

高齢者介護課

2123・6246/困29・4466
E-mail: Iくaigohoken@city.

ueda.nagano.jp 

15.4.16 [4 ] 



l安心して、自分らしく生さることができる長寿社会をめざして】

しまし聡J
高齢になっても、また、介護が必要になっても、「住み慣れ

た地域Ji住み慣れた場所」で安心して過ごしたい、誇りを持っ
て自分らしく生きたいと思うのは、みんなの共通した願いです。

こうした長寿社会を実現するため、市では、平成13年から今

年にかけて、計画策定懇話会やアンケート調査などを行って、

今後の高齢者施策の指針となる「高齢者保健福祉総合計画(介

護保険事業計画を含む)Jを新しく策定しました。

地域での支援体制を強化します

~在宅介護支援センターを中心とした支援体制を強化~

現在、室賀・中央・塩田・神科の 4か所に設置され

ている「地域型在宅介護支援センター(※ 1) Jを、
平成19年度までに更に 3か所増設します。

また、これらの地域型センターを統括する「基幹型

在宅介護支援センター(※ 2)Jを市役所南庁舎 1階

の高齢者介護課内に新設しました (4月1日開設)。

これらのセンターを核に、高齢者が住み慣れた地域

でいつまでも生き生きと暮らせるように、身近な相談

所としての役割を強化します。

また、転倒骨折予防や痴ほう予防などの介護予防の

施策を行い、一人でも多くのかたが自立した生活がで

きるように支援しますO

※1地域型在宅介護支援センターとは…

在宅介護に関して気軽に専門家に相談できる場所で

す。ほかに次のような働きがあります。

①保健、福祉、介護サービス利用申請

②介護機器の展示、使い方の説明

③地域の高齢者の実態把握に関すること など

※2基幹型在宅介護支援センターとは…

地域型在宅介護支援センターの中心となり、互いに

協力しながら、次のような仕事を行います。

①地域型在宅介護支援センターの活動に対する援助

②保健、福祉、介護サービスの総合相談

③上田市全体の高齢者実態のとりまとめと高齢者施策

への反映

④介護予防事業(転倒骨折予防、痴ほう予防)の実施

など

[5] 15.4.16 

サービス基盤を充実します

~小規模ケア施設(ケアハウス、宅老所など)の整備~
介護保険施設(特別養護老人ホーム、老人保健施設、

療養型病床群)の入所基準の見直しに伴い、介護度が

比較的低いかたが入所できなくなる可能性があります。

そこで、独り暮らしで体の弱し1高齢者など、自宅で

生活することが難しし1かたのために、ケアハウス(軽

費老人ホーム)や宅老所など、日常生活での支援を受

けながら生活できる小規模ケア施設の整備に力を入れ

ますO

痴ほう性高齢者などに対応します

~痴ほうの予防、グループホームの整備~
痴ほう性高齢者に関する相談が年々増えており、痴

ほう予防の推進と痴ほう性高齢者への対応が必要になっ

てきています。

そこで、痴ほうの予防のため、高齢者の生きがし、づ

くりや健康づくりを進め、社会参加を促進しますO

また、痴ほう性高齢者のためのグループホームを整

備します。
ト』ト』

所得の少ないかたに配慮します

~保険料の減免・利用料の軽減~

・保険料の減免

今回の保険料の改定に伴い、その負担が特に大きい

所得の少なし、かたへの対策を行いますO

.利用料の軽減

国が行っている利用料の軽減策は、平成16年度で終

了する予定ですが、上田市独自の軽減策は、軽減率を

引き下げるものの、平成17年度まで実施します。

」ノ



閲
問
嗣
岡
田
開
閉
嗣
困

地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第

5
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
日
年
度
工
事
技
術
監
査
お
よ

び
出
先
機
関
出
向
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

ー
監
査
の
実
施
期
間

2
月
5
日
か
ら

3
月
お
日
ま
で

2
監
査
の
対
象
事
業

都
市
建
設
部
:
・
上
田
駅
お
城
口
地
区
第
二
種

市
街
地
再
開
発
事
業
第
1

1

街
区
施
設
建

築
物
新
築
工
事

3
監
査
の
概
要

社
団
法
人
日
本
技
術
士
会
に
工
事
技
術
調
査

業
務
を
委
託
し
、
派
遣
さ
れ
た
技
術
士
の
調
査

結
果
に
基
づ
く
専
門
的
意
見
を
参
考
に
し
て
、

監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

工
事
技
術
調
査
に
お
い
て
は
、
計
画
、
設
計
、

積
算
、
契
約
に
つ
い
て
職
員
、
関
係
者
に
関
係

書
類
の
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
工
事
現
場

で
は
施
工
管
理
、
施
工
状
況
そ
の
他
に
つ
い
て

工
事
関
係
者
に
説
明
を
求
め
な
が
ら
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

4
監
査
の
結
果

本
工
事
に
関
す
る
技
術
的
な
要
件
に
関
し
て

指
摘
事
項
は
な
く
、
総
括
的
に
は
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
契
約
、
建
築
物
の
品
質
、

事
業
推

上
田
市
監
査
委
員

同

土石
屋井

陽俊
一夫

進
の
効
率
化
等
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
改
善
し

て
い
く
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

技
術
士
か
ら
指
導
、
助
言
が
な
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
検
討
を
行
い
、
本
工

事
を
含
め
今
後
の
事
業
推
進
の
参
考
と
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
建
設
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
お
り
か
ら
、
必
要

か
つ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
機
能
性
と
安
全
性
を
確
保

し
つ
つ
可
能
な
限
り
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
配
意

し
、
「
費
用
対
効
果
」
を
考
慮
し
た
適
正
な
事

業
実
施
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ー
監
査
の
実
施
期
間

1
月
お
日
か
ら

3
月
お
日
ま
で

2
監
査
の
対
象

神
川
第
二
保
育
園
、
浦
里
保
育
園
、
相
染
閣
、

塩
田
の
館
、
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
、
南
小
学
校
、

第
一
中
学
校
、
図
書
館

3
監
査
の
概
要

施
設
お
よ
び
事
業
の
概
要
、
業
務
の
外
部
委

託
の
状
況
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況
、

現
金
の
取
扱
状
況
等
に
つ
い
て
、
所
属
長
お
よ

び
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
施
設
の
整

備
お
よ
び
管
理
状
況
に
つ
い
て
実
地
調
査
し
、

平
成
U
年
度
の
関
係
書
類
、
帳
簿
等
に
つ
い
て

も
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
引
き

続
く
も
の
で
、
主
と
し
て
行
政
監
査
の
視
点
か

ら
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

4
監
査
の
結
果

各
施
設
と
も
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

お
よ
び
現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
定
期

監
査
等
を
通
じ
、
そ
の
つ
ど
注
意
を
喚
起
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
施
設
の
運
用
、
整
備
、
管
理
に
関
す

る
主
な
改
善
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

樹
側
側
関
関

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
業
務
の
委
託

化
、
職
員
の
嘱
託
・
パ

l
ト
化
を
い
っ
そ
う
推

進
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

倒
閣
間
同
国

間
施
設
面
か
ら
み
た
問
題
点

上
田
市
立
図
書
館
は
、
昭
和
必
年
に
建
設
さ

れ
幻
年
余
を
経
過
、
減
価
償
却
資
産
耐
用
年
数

(
邸
年
)
を
超
え
て
も
使
用
で
き
る
建
築
物
で

は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
、
利
用
者
、
蔵
書
、
職

員
の
増
加
等
に
よ
り
、
た
い
へ
ん
狭
あ
い
と
な
っ

て
お
り
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
不
都
合
が
生

じ
て
い
ま
す
(
表
1
参
照
)
。

。
本
館
の
図
書
の
貸
し
出
し
数
は
第
1
図
書
室

と
児
童
コ
ー
ナ
ー
等
で
、
本
館
の
別
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

@
書
庫
1
1
3
は
臼
パ
ー
セ
ン
ト
の
蔵
書
が
あ

り
な
が
ら
、
貸
出
割
合
は
わ
ず
か

6
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
回
転
率
も
0
・
2
回
転
に
と
ど
ま
っ

[6 ] 

て
い
ま
す
.
。

@
移
動
図
書
館
の
利
用
者
は
少
な
い
の
で
、
効

率
的
な
運
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

15.4.16 

図書貸出状況(平成13年度)+

※1 
※2 

移動図書館

( )内は平成13年度購入の新刊本
移動図書館は、 59か所を 1年に82回巡回。そのため、 1日平均の貸出数は他と異なります。

表

-
閣
図
書
館
の
歳
出
に
つ
い
て

教
育
費
は
年
々
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
中
、

図
書
館
費
は
表
2
の
と
お
り
大
幅
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
過
去
に
な
い
不
況
の
中
、
図
書
館

費
が
こ
の
よ
う
に
伸
び
続
け
て
よ
い
の
か
検
討

を
要
し
ま
す
。

@
平
成
6
年
度
と
比
較
し
た
平
成
日
年
度
の
歳



出
決
算
額
の
増
は

5
7

0
0
万
円
で
、
そ
の
主

な
内
訳
は
、
人
件
費

1

5
5
2
万
7
0
0
0
円、

使
用
料
及
び
賃
借
料
1

1
2
1
万
6
0
0
0
円、

広
域
連
合
負
担
金

2
6

3
8
万
8
0
0
0
円、

委
託
料

2
8
1
万
9
0

0
0
円
で
す
。

@
平
成
比
年
度
当
初
の
職

員
数
は
幻
人
(
正
規

8
'

人
、
。
ハ

l
ト
等
U
人
)
移

で
、
平
成

6
年
度
ロ
人
維

(
正
規

7
人
、
。
ハ

l
ト
等
鰭

5
人
)
と
比
較
す
る
と
、
書

正
規
1
人
、
パ
ー
ト
等

U

9
人
が
増
加
し
、
実
数
轄

で
1

・
8
倍
の
大
幅
増
教

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-A

制
改
善
を
要
す
る
事
項
。

ωで
述
べ
た
と
お
り
、
第
1
図
書
室
と
児
童

コ
ー
ナ
ー
等
の
蔵
書
数
は
本
館
の
ぬ
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
総
貸
出
の
別
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。一
方
、
第
1
1
3
書
庫
は
利
用
者
が
直
接
入

れ
な
い
た
め
、
本
館
は
貸
し
出
し
の
た
め
の
機

能
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果
た
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

管
内
市
町
村
聞
の
図
書
の
貸
借
等
(
エ
コ
ー
ル

図
書
)
は
、
多
額
の
費
用
を
要
し
、
こ
れ
が
図

書
館
費
増
加
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
次
の
と
お
り
思
い
切
っ
た
改
革
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

平成14年度
予算額
52億6，700万円

平成14年度
予算額
3億7，400万円

平成9~13年度 IC
平均歳出額
50億5，200万円

平成13年度歳出IC
1億5，600万円

B 

B 

平成 4~8 年度
平均歳出額
58億1，600万円

A 

ノ

。
本
館
は
す
で
に
狭
あ
い
で
限
界
に
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
館
の
機
能
を
駅
前

図
書
館
に
移
転
し
、
図
書
の
貸
し
出
し
増
と

人
件
費
等
の
節
減
を
図
る
。

@
図
書
館
会
議
室
で
行
わ
れ
て
い
る
利
用
者
団

体
の
会
議
は
、
公
民
館
等
で
行
っ
て
も
ら
い
、

会
議
室
を
開
架
式
の
図
書
室
に
す
る
。

@
エ
コ

l
ル
図
書
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用

を
要
し
、
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
廃
止
を
含
め
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
検
討
を
要
す
る
。

。
図
書
購
入
に
際
し
て
の
選
書
は
、
一
定
の
良

好
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
の
で
、
個
人
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
購
入
(
希
望
す
る
図
書

の
購
入
)
は
公
費
に
よ
る
購
入
で
あ
る
以
上
、

原
則
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

も
し
リ
ク
エ
ス
ト
を
行
う
場
合
は
、
公
平
性

の
原
則
か
ら
広
く
市
民
に
周
知
す
る
ほ
か
、

1

人
1
冊
と
い
う
よ
う
に
限
定
す
る
。

こ
の
と
こ
ろ
の
上
田
市
の
財
政
は
、
経
済
不

況
に
伴
う
所
得
の
減
少
に
よ
り
、
税
収
は
大
幅

に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
し
、
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
等
は
減
額
さ
れ
、
歳
入
は
大
幅
に
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
市
債
の
償
還
を

は
じ
め
医
療
、
下
水
道
事
業
等
に
関
す
る
費
用

が
増
大
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
高
齢

者
対
策
を
は
じ
め
、
施
設
整
備
な
ど
に
多
額
の

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
の
見
直

し
に
よ
る
業
務
の
改
善
、
合
理
化
を
い
っ
そ
う

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

公共下水道
中塩田処理区が

使用可能になりました

問い合わせ

上下水道局下水道課 (ft23・5128)
営業課 (ft23-8243)

15.4.16 [7] 



市
職
員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け

-
部
長
マ
総
務
部
長
(
都
市
建
設
部
長
)
石
黒
豊

マ
農
政
部
長
(
農
林
課
長
)
山
浦
新
一
郎

マ
都
市
建
設
部
長
(
土
木
課
長
)
小
林
憲

和
マ
議
会
事
務
局
事
務
局
長
(
教
育
総
務

課
長
)
塩
野
崎
利
英

-
課
長
マ
秘
書
課
政
策
推
進
主
幹
(
市
民
課
課
長

補
佐
兼
市
民
サ
ー
ビ

ス
担
当
係
長
)
原
沢
尚

穂

マ

川
西
支
所
長
(
児
童
保
育
課
長
)
坂

田
和
津
往
マ
管
財
課
長
(
管
理
課
課
長
補

佐
兼
庶
務
用
地
係
長
)
武
舎
芳
博
マ
管
財

課
工
事
検
査
主
幹
(
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

集
落
排
水
建
設
係
長
)
手
塚
義
和
マ
税
務

課
長
(
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)
長

沢
知
熊
マ
児
童
保
育
課
長
兼
福
祉
事
務
所

児
童
保
育
課
長
(
商
工
課
市
街
地
商
業
活
性

化
主
幹
)
小
林
久
敏
マ
児
童
保
育
課
子
育

て
支
援
主
幹
(
情
報
推
進
課
課
長
補
佐
兼
情

報
政
策
担
当
係
長
)
金
子
義
幸
マ
乳
児
院

長
兼
産
院
事
務
長
(
生
涯
学
習
課
文
化
施
設

整
備
推
進
主
幹
)
高
橋
文
雄
マ
健
康
推
進

課
長
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務

取
扱
相
染
閣
館
長
事
務
取
扱
(
管
理
課
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
)
桜
井
荘
介
マ
国
保

年
金
課
長
(
税
務
課
課
長
補
佐
兼
税
制
係
長
)

清
水
忠
マ
商
工
課
市
街
地
商
業
活
性
化
主

幹
(
企
画
課
課
長
補
佐
兼
政
策
調
整
係
長
)

宮
沢
俊
文
マ
観
光
課
長
(
消
防
部
総
務
課

長
)
笠
原
茂
正
マ
農
林
課
長
(
川
西
支
所

長
)
清
水
恵
隆
マ
土
地
改
良
課
長
(
市
街

地
整
備
課
課
長
補
佐
兼
区
画
整
理
担
当
係
長
)

佐
藤
健
次
マ
土
木
課
長
(
下
水
道
課
長
)

大
沢
和
正
マ
消
防
部
付
(
予
防
課
長
)
斉

藤
信
三
マ
消
防
部
総
務
課
長
(
農
林
課
農

産
物
等
地
域
振
興
主
幹
)
小
山
晃
マ
予
防

課
長
(
警
防
第
三
課
課
長
補
佐
)
井
出
建
夫

マ
警
防
第
一
課
長
(
警
防
第
四
課
長
)
川

上

修

マ

警
防
第
二
課
長
兼
警
防
第
四
課
長

(警
防
第
一
課
長
)
丸
山
憲
治
マ
下
水
道

課
長
(
土
地
改
良
課
長
)
片
山
喜
美
男
マ

教
育
総
務
課
長
(
国
保
年
金
課
長
)
草
井
袈

裟
弘
マ
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

(
乳
児
院
長
兼
産
院
事
務
長
)
黒
沢
定
晴

マ
農
業
委
員
会
事
務
局
局
長
(
観
光
課
長
)

岩
井
国
広

-
課
長
補
佐

マ
企
画
課
課
長
補
佐
兼
政
策
調
整
係
長

(
議
会
事
務
局
次
長
補
佐
兼
議
事
係
長
)
鳴

沢
宏
紀
マ
企
画
課
課
長
補
佐
兼
合
併
対
策

係
長
兼
合
併
推
進
室
合
併
推
進
担
当
係
長

(
商
工
課
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
)
松

井
秀
人
マ
情
報
推
進
課
課
長
補
佐
兼
情
報

統
計
係
長
(
情
報
推
進
課
課
長
補
佐
兼
電
算

統
計
担
当
係
長
)
西
沢
敏
文
マ
財
政
課
課

長
補
佐
兼
財
政
担
当
係
長
(
学
校
教
育
課
課

長
補
佐
兼
学
務
係
長
)
保
科
隆
夫
マ
管
財

課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
(
建
築
住
宅
課
課

長
補
佐
兼
住
宅
係
長
)
畑
田
武
男
マ
管
財

課
課
長
補
佐
兼
工
事
検
査
担
当
係
長
(
市
街

地
整
備
課
課
長
補
佐
兼
市
街
地
整
備
担
当
係

長
)
岡
村
和
晴
マ
税
務
課
課
長
補
佐
兼
諸

税
係
長
(
中
央
公
民
館
館
長
補
佐
兼
次
長
)

岩
倉
範
明
マ
廃
棄
物
対
策
課
課
長
補
佐
兼

廃
棄
物
係
長
(
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
)

斉
藤
悦
男
マ
高
齢
者
介
護
課
課
長
補
佐
兼

高
齢
者
支
援
担
当
係
長
兼
福
祉
事
務
所
高
齢

者
介
護
課
高
齢
者
支
援
担
当
係
長
(
管
財
課

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
)
稲
垣
康
史
マ
高

齢
者
介
護
課
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
担
当
係

長
兼
福
祉
事
務
所
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険

担
当
係
長
(
監
査
委
員
事
務
局
局
長
補
佐
兼

次
長
)
西
入
澄
人
マ
児
童
保
育
課
課
長
補

佐
兼
東
部
保
育
園
長
(
児
童
保
育
課
課
長
補

佐
兼
塩
田
北
保
育
園
長
)
塩
入
敦
子
マ
児

童
保
育
課
課
長
補
佐
兼
塩
田
中
央
保
育
園
長

(
児
童
保
育
課
課
長
補
佐
兼
東
塩
田
保
育
園

長
)
北
川
恵
子
マ
商
工
課
課
長
補
佐
兼
商

工
振
興
担
当
係
長
(
高
齢
者
介
護
課
課
長
補

佐
兼
介
護
保
険
担
当
係
長
)
大
友
直
史
マ

観
光
課
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長
(
生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長
)
浅
野
之
宏

マ
管
理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
用
地
係
長

(
農
業
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐
兼
農
政
係

長
)
山
田
輝
保
マ
管
理
課
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
(
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
公
共
下
水

道
建
設
右
岸
係
長
)
松
井
淑
広
マ
市
街
地

整
備
課
課
長
補
佐
兼
区
画
整
備
担
当
係
長

(
土
地
改
良
課
課
長
補
佐
兼
農
業
土
木
係
長
)

樋
沢
郁
夫
マ
建
築
住
宅
課
課
長
補
佐
兼
住

宅
係
長
(
都
市
計
画
課
課
長
補
佐
兼
街
路
担

当
係
長
)
橋
詰
邦
昭
マ
予
防
課
課
長
補
佐

(
警
防
第
一
課
課
長
補
佐
)
後
藤
千
秋
マ

警
防
第
一
課
課
長
補
佐
(
予
防
課
課
長
補
佐
)

小
林
三
雄
マ
警
防
第
四
課
課
長
補
佐
(
消

防
部
総
務
課
課
長
補
佐
)
西
沢
慶
一
マ
下

水
道
課
課
長
補
佐
兼
集
落
排
水
建
設
係
長

(
土
木
課
課
長
補
佐
兼
土
木
右
岸
係
長
)
足

立
桂
之
輔
マ
議
会
事
務
局
次
長
補
佐
兼
議

事
係
長
兼
調
査
係
長
(
議
会
事
務
局
次
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
)
片
岡
文
夫
マ
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
兼
学
務
係
長
(
商
工
課
課
長
補

佐
兼
市
街
地
商
業
活
性
化
担
当
係
長
)
手
塚

正
明
マ
中
央
公
民
館
館
長
補
佐
兼
次
長
兼

文
化
会
館
次
長
(
観
光
課
課
長
補
佐
兼
観
光

係
長
)
関
尾
修
一
マ
川
西
公
民
館
館
長
補

佐
兼
次
長
兼
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長

(
男
女
共
同
参
画
課
課
長
補
佐
兼
男
女
共
同

参
画
係
長
)
小
林
栄
子
マ
市
誌
編
さ
ん
室

室
長
補
佐
兼
市
誌
編
さ
ん
係
長
(
都
市
計
画

課
課
長
補
佐
兼
景
観
係
長
)
坪
田
秀
彦
マ

体
育
課
課
長
補
佐
兼
体
育
振
興
係
長
(
高
齢

者
介
護
課
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
係
長
)
西
沢
員

昭
マ
監
査
委
員
事
務
局
局
長
補
佐
兼
次
長

(
営
業
課
課
長
補
佐
兼
経
理
担
当
係
長
)
宮

沢
正
彦
マ
農
業
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐

兼
農
政
係
長
(
商
工
課
課
長
補
佐
兼
勤
労
青

少
年
ホ
l
ム
館
長
)
柳
沢
賢
一

園
係
長
マ
合
併
推
進
室
合
併
推
進
担
当
係
長
(
長

野
県
派
遣
職
員
)
渡
辺
高
秀
マ
男
女
共
同

参
画
課
男
女
共
同
参
画
係
長
(
会
計
課
主
査
)

杉
崎
千
代
マ
情
報
推
進
課
情
報
政
策
担
当

係
長
兼
財
団
法
人
上
田
市
地
域
振
興
事
業
団

派
遣
(
福
祉
課
庶
務
施
設
係
長
)
近
藤
聖
一

マ
情
報
推
進
課
情
報
政
策
担
当
係
長
(
情

報
推
進
課
電
算
統
計
担
当
係
長
)
土
肥
千
秋

マ
情
報
推
進
課
情
報
政
策
担
当
係
長
(
商

工
課
主
査
)
腰
原
広
道
マ
豊
殿
支
所
庶
務

企
画
係
長
兼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
館
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
担
当
係
長
(
農

林
課
農
業
振
興
係
長
)
佐
藤
甚
一
郎
マ
管

財
課
工
事
検
査
担
当
係
長
(
土
木
課
主
査
)

藤
沢
純
一
マ
収
税
課
収
税
担
当
係
長
(
生

活
環
境
課
環
境
保
全
担
当
係
長
)
柳
原
渉

マ
市
民
課
戸
籍
係
長
(
農
林
課
主
査
)
半
田

典
子
マ
市
民
課
市
民
協
働
係
長
(
生
涯
学

習
課
青
少
年
係
長
)
竜
野
秀
一
マ
生
活
環

境
課
環
境
保
全
担
当
係
長
(
情
報
推
進
課
情

報
政
策
担
当
係
長
)
滝
沢
誠
司
マ
福
祉
課

庶
務
施
設
係
長
兼
福
祉
事
務
所
福
祉
課
庶
務

施
設
係
長
(
廃
棄
物
対
策
課
主
査
)
増
田
真

一
マ
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
支
援
担
当
係

長
兼
基
幹
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

福
祉
事
務
所
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
支
援
担

当
係
長
(
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
担
当
係

長
)
松
山
光
明
マ
北
保
育
園
長
(
泉
田
保

育
園
長
兼
小
泉
保
育
園
長
)
依
田
悦
子
マ

神
川
第
二
保
育
園
長
兼
神
川
第
一
保
育
園
長

(
城
下
保
育
園
主
査
)
所
尉
利
子
マ
神
科

第
二
保
育
園
長
(
泉
田
保
育
園
主
査
)
佐
野

春
子
マ
城
下
保
育
園
長
(
東
部
保
育
園
長
)

宮
下
千
栄
子
マ
泉
田
保
育
園
長
兼
小
泉
保

育
園
長
(
北
保
育
園
長
)
中
島
洋
子
マ
東

塩
田
保
育
園
長
(
塩
田
北
保
育
園
主
査
)
塚

田
美
津
子
マ
塩
田
北
保
育
園
長
(
浦
里
保

育
園
主
査
)
柳
沢
礼
子
マ
国
保
年
金
課
国

[8] 

民
健
康
保
険
担
当
係
長
(
豊
殿
支
所
庶
務
企

画
係
長
)
土
屋
俊
彦
マ
商
工
課
商
工
振
興

担
当
係
長
(
収
税
課
主
査
)
堀
内
俊
幸
マ

商
工
課
市
街
地
商
業
活
性
化
担
当
係
長
(
総

務
課
付
主
査
)
林
克
臣
マ
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
館
長
(
体
育
課
体
育
振
興
係
長
)
荒
井
哲

雄
マ
農
林
課
農
業
振
興
係
長
(
農
林
課
主

査
)
工
藤
秀
樹
マ
農
林
課
林
務
係
長
(
管

理
課
主
査
)
高
見
沢
健
二
マ
土
地
改
良
課

農
業
土
木
係
長
(
土
木
課
主
査
)
塚
原
忠
一

マ
土
木
課
土
木
右
岸
係
長
(
下
水
道
課
主

査
)
三
浦
哲
夫
マ
都
市
計
画
課
街
路
担
当

係
長
(
都
市
計
画
課
主
査
)
藤
極
泰
行
マ

都
市
計
画
課
景
観
係
長
(
農
林
課
林
務
係
長
)

倉
沢
正
マ
市
街
地
整
備
課
市
街
地
整
備
担

当
係
長
(
市
街
地
整
備
課
主
査
)
若
林
彰

マ
消
防
部
係
長
(
消
防
部
係
長
)
長
谷
川
好

明
マ
消
防
部
係
長
(
消
防
部
係
長
)
松
井

正
史
マ
消
防
部
係
長
(
消
防
部
係
長
)
瓶

子
実
マ
消
防
部
係
長
(
消
防
部
主
査
)
丸

山
忠
志
マ
消
防
部
係
長
(
消
防
部
係
長
)

越
浩
司
マ
消
防
部
係
長
(
消
防
部
係
長
)

山
崎
幸
一
マ
営
業
課
経
理
担
当
係
長
(
国

保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当
係
長
)
水
野

一
徳
マ
下
水
道
課
公
共
下
水
道
建
設
右
岸

係
長
(
下
水
道
課
主
査
)
山
口
泰
芳
マ
議

会
事
務
局
庶
務
係
長
(
川
西
公
民
館
次
長
)

小
山
博
一
マ
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第

一
給
食
係
長
(
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

査
)
関
田
忠
久
マ
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
長
(
財
政
課
財
政
担
当
係
長
)
井
出
章

マ
生
涯
学
習
課
青
少
年
係
長
(
児
童
保
育
課

主
査
)
宮
崎
修
マ
図
書
館
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
開
設
準
備
担
当
係
長
(
総
務
課
主
査
)

浅
野
寿
次
マ
市
民
体
育
館
管
理
事
務
所
長

(
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
係
長
)
塚
田
博
己

15.4.16 



申
し
込
み
電
話
で
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン

ド
U
E
D
A
へ

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

マ
と
き

5
月
日
日
嗣
午
後
1
時

初
分

1
4
時

初

分

マ

対

象

イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
験
者
マ
定
員
凶

名

マ

受

講

料

2
0
0
0
円

-
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

マ
と
き

5
月
日
日
制
午
前
日
時

i
午
後
4
時

マ

対

象

パ

ソ

コ

ン

経
験
者
マ
定
員
団
名
(
申
込
者

に
は
事
前
に
課
題
を
郵
送
し
ま
す
)

マ
受
講
料

4
0
0
0
円

池
波
正
太
郎
自
筆
絵
画
展

ー
ヨ
}
ロ
ッ
パ
の
人
と
風
景
i

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

(
g
n
・7
1
0
0
)

池
波
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
旅

行
中
に
、
各
地
で
出
会
っ
た
人
び
と

の
様
子
や
風
景
を
、
独
特
の
美
し
い

色
彩
で
描
い
た
絵
画
で
『
池
波
正
太

郎
の
パ
レ
ッ
ト
遊
び
』
『
き
ま
ま
な

絵
筆
』
に
収
録
さ
れ
た
約
ぬ
点
を
紹

介
し
ま
す
。

マ
と
き

4
月
初
日
出
j
7
月

6
日

門口

• 

魅
力
と
旅
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
集
め
な
が
ら
、
各
地

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
や
ロ
マ
ン
に

触
れ
ま
し
ょ
う
。
完
走
者
に
は
記
念

品
を
贈
呈
。
抽
選
で
各
市
町
村
か
ら

の
賞
品
も
当
た
り
ま
す
。

今
年
は
あ
な
た
も
完
走
し
て
み
ま

せ
ん
か
?

マ
開
催
期
間

お
日
目

催し

ょうせつ

「天折の画家」関根正二の

作品を収蔵した

信濃デッサン館や

海野宿が紹介されます。

寸
別
所
温
泉
の
散
策
を
楽
し
む
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

国
保
年
金
課
(
E
n
・5
1
1
8
)

3月18日ω、今年 1月に発足した東京上回会(※)女性会員による
「コスモス会」の皆さんが市役所を訪れ、市長と懇談しました。

コスモス会の小川代表は「環境、教育、福祉など、女性の視点から

捉えることで、何か形になるものを残せたら」とあいさつし、観光を

テーマに行われた懇談では、「観光客の集まる魅力的な上田市にした

いJという皆さんの熱い想いが随所に表れ、「おもてなしの心が大切」
「前山寺周辺の標識が不鮮明J1"古い地名を残してほしい」など、数多
くの意見が出されました。

市長は、リュックの似合う魅力的なまちづくりへの抱負を語り、

「東京上回会の熱心な活動はありがたく思っています。市民をはじめ、

皆さんからの提言はたいへん重要と考えており、コスモス会の皆さん

には、女性の視点からの力添えをお願いしたもリと期待を述べました。

※東京上回会・・・上団地域出身者で首都圏に住んでいる皆さんを中心に、

上自の発展に寄与することを目的に、平成8年に設立された組織。

マ
と
き

〆
5
月

9
日
働
・
同
お
日

働
午
前
日
時
i
午
後
零
時

ω分
マ

と
こ
ろ
相
染
閣
(
別
所
温
泉
)

マ
内
容
相
染
閣
を
出
発
後
、
常
楽

寺
・
北
向
観
音
・
将
軍
塚
を
歩
い
て
、

正
し
い
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
の
方
法
を
学

び
、
相
染
閣
で
お
風
日
に
入
り
ま
す

マ

講

師

河

西

陽

子

さ

ん

マ

定

員

先

着

初

名

マ

参

加

料

1
0

0
円
(
保
険
代
と
し
て
)
マ
持
ち

物
運
動
靴
・
タ
オ
ル
マ
申
し
込

み
電
話
で
国
保
年
金
課
へ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ

お
越
し
く
だ
さ
い

o 
p 

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(
包
羽
・

1
0
0
0
)

-
こ
ど
も
ウ
ィ
ー
ク
2
0
0
3

マ
と
き

5
月

3
日
出

i
同
5
日

側
午
前
日
時

1
午
後

5
時

マ

内

容

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
、

缶
バ
ッ
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
制
作
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
(
一

部
有
料
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。

5
日
仰
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
無
料
開
放
)

-
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会
「
モ
ン

ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
」
日
本
語
版

マ
と
き

5
月

4
日
目
午
後
1
時

初
分

1
3時
マ

定

員

先

着

2
0

0
名

マ

入

場

料

小

中

学

生

1
0

0
円
、
高
校
生
以
上

3
0
0
円

マ

「美の巨人たち
関根正二」

テレピ東京 5月10日'(:t)午後10時~

信州上回フィルムコミッション{宮23‘5408)

• 

誇りを持τる
ふるさとにしたい〆

rコスモス会Jの
皆さんと
市長が懇談

日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
実
行
委
員
会
事
務
局

(
8
0
2
7
9
-
m
・
2
1
2
2
)

15.4.16 

長
野
・
群
馬
・
栃
木
の
三
県
に
ま

た
が
る
幻
市
町
村
を
巡
り
、
街
道
の

[9 ] 



池波正太郎真田太平記館入館者10万人に1
平成10年11月にオープンした「池波正太郎真田太平記館」は、

3月18日(火)に来館者10万人を突破し、お祝いのセレモ二ーが正面

玄関ロビーで行われました。

記念すべき10万人目の来館者は、東京都八王子市の木村太さん。

木村さんは『真田太平記』を読み、妻の奈美さんと初めて上回を

訪れ幸運をつかみました。

その後、木村さん夫妻と、その前後にあたる市内在住の竹内き

ぬ江さん・田村美穂子さんに、市長から六文銭の口ゴ入りグッズ

や紬製品、オリジナル絵はがきなどが記念品として贈られました。

畢謹言1~~1B)J

竹内きぬ江さん

母袋市長

木村太さん

木村奈美さん

田村美穂子さん

よ
田
創
造
館

5
舟
の
催
し

恒例の「真田武者行列」をはじめ、「民踊流し」

などが盛大かつ華やかに開催されます。

お誘い合わせのうえお出かけくださ~ ¥0 

上
田
創
造
館

(an
・1
1
1
1
)

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

「
春
の
星
空
と
み
な
み
ち
ゃ
ん
の

宇
由
旅
行
」
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

5
月
3
日
出
j
同
5
日
側

午
前
日
時
1
・
午
後
1
時
初
分
1
・

3
時
j
(
3
回
投
影
)

-
第
叩
団
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会

作
品
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

5
月
3
日
出
i
同
日
日

ω

午
前
9
時
1
午
後
4
時
羽
分
(
日
日

は
午
後
4
時
ま
で
)

圃
き
り
え
教
室
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

5
月
日
日
制
・
同
鈎
日

術
・

6
月
ロ
日
嗣
・
同
初
日
嗣
午
前

9
時

i
正
午

(
4
回
コ

l
ス

)

マ

[ 今年は俳優田村亮さんが ] 
真田幸村役として出演/ 1. 

国イベント内容(時間は多少前後する場合あり)

園即時羽歩uJ時間i
-振る舞い酒…10:00'"'"'

・信州真田鉄砲隊演舞…10:00'"'"'

・オープニングセレモニー"'10:30'"'"'

-上田城築城祝賀・出陣の儀…11:00'"'"'

(常田獅子の出演)

E:r: .... ~~l局調
.民踊流し

・・・海野町11:00→中央交差点→鷹匠町交差点

.・・原町11:00→中央交差点→鷹匠町交差点

・伝統芸能お披露目

上沢獅子舞い・・・11:30'"'"'

.真田御輿…11:30'"'"'

・太鼓の競演…11:40'"'"'

.江戸芸かっぽれ

...海野町12:00~中央交差点→鷹匠町交差点

・真田武者行列…上回城跡12:00→中央交差点12:20

→原町→中央交差点13:00→海野町

→中央交差点13:40→松尾町→中央交差点、14:20

・真田幸村役の俳優・田村亮さんと握手会13:45'"'"'

・戦勝、迎え太鼓…14:00'"'"'

・上田城尼が淵河原帰陣の儀…14:30'"'"'

骨密摘通回1L~

-上田真田楽市楽座…10:00'"'"'15:00 

・交通規制(下記の時間帯は車両通行止め)

二中角交差点~市役所交差点 11:30'"'"'12:30 

市役所交差点~海野町県信交差点 11:00'"'"' 15:00 

原町郵便局交差点~鷹匠町交差点 11:00'"'"' 15:00 

・問い合わせ上田商工会議所 (ft22・4500)

観光課 (ft23・5408)

定

員

先

着

目

名

マ

持

ち

物

筆

記
用
具
マ
申
し
込
み

4
月
初
日

出
か
ら
電
話
で
受
付

-
土
曜
日
の
催
し
も
の
.

圃
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

5
月
刊
目
的
午
前
9
時

ω分
j
日
時
初
分
マ
内
容
お
母

さ
ん
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
l
ド
を
作
り
ま
す

マ
対
象

5
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ

の

保

護

者

マ

定

員

同

名

マ

申
し
込
み

4
月
お
日
働
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む
か
、
は
が
き
か
F

A
X
で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
上

田
創
造
館
「
5
月
親
子
パ
ソ
コ
ン
教

室
係
」
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
)

言27惣T(言~\I'I.北国街道探訪ウォーキンク
今年は7年に一度の「善光寺御開帳」。善光寺への道として栄

えた「北国街道Jをみんなで歩いてみましょう。

-日程・コース

第1ステージ「軽井沢、小諸、浅間山麓を歩く」

5/10(却軽井沢町(矢ケ崎公園)→小諸市(大手門公園)22km 
5/11旧) 小諸市(大手門公園)→上田城跡公園19km

第2ステージ「千曲川の流れに沿って善光寺参り」

5/17(封上田城跡公園→更埴市民体育館21km
5/18(日)更埴市民体育館→長野市 セントラルスク工ア)19km 

第3ステージ「北信濃、一茶の里から善光寺参り」

5/24(土) 信濃町(柏原小学校)→牟礼村(JR牟礼駅前)9.5km 
5/25(日) 牟礼村(むれ ・ふれあいパーク)→長野市(城山公園)14km 

-参加費(保険・ゼ.ッケン・参加賞代)

全コース(6日間)参加…1.000円、 1日のみ参加...200円

・注意事項

乳幼児は保護者、体の不自由なかたは介助者同伴で0

・申し込み・問い合わせ

北国街道探訪プロジェクト実行委員会事務局 (ft026・267・5707)

園その他

当日の参加も可能。申込書は観光課 (ft23・5408)にあります。

15.4. 16 [ 1 0 ] 



5月8日(木)午後7時~

上田駅周辺整備現地事務所2階(上田市天神1ふ 1・旧天神町公会堂)

上田駅お城口第二種市街地再開発事業第 1-1街区

上田市天神一丁目1789-2

庖舗面積…2，290m2 (1階""'3階の商業スペース)

小売業者の概要・..有限会社久保田薬局ほか

主として販売する物品の種類…薬品、洋品、おみやげ、玩具など

12月1日

上田市(都市建設部市街地整備課)

日

者

設

出

(4)新

(5)届

-
春
の
野
草
の
観
察
と
草
も
ち
作
り

(
参
加
無
料
)

マ
と
き

5
月
口
日
出
午
前
9
時

j

正

午

マ

持

ち

物

植

物

図

鑑

(
お
持
ち
の
か
た
)
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

マ
そ
の
他
当
日
は
創
造
館
第
一
駐

車
場
に
集
合

-
太
陽
の
黒
点
を
み
よ
う
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

5
月
倒
的
日
出
午
前
日
時

1
1
時
マ
そ
の
他
雨
天
、
曇
天

の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
太

陽
に
関
す
る
話
や
ビ
デ
オ
の
上
映

-
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

5
月
白
日
出
午
後
7
時

ω分
j
午
後
9
時

マ

そ

の

他

午

後
7
時

m分
集
合
(
小
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
)
。
天
候
の
悪
い
時
は
今

宵
の
星
空
解
説
と
天
文
映
像
の
投
影

募集農
業
の
お
手
伝
い
さ
ん
大
募
集
/

青
空
の
下
、
緑
の
大
地
で
農
業
体
験

上
田
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

(農
林
課
内
E
n
・5
1
2
2
)

上
田
東
地
区
営
農
活
性
化
委
員
会

(
J
A
信
州
う

え
だ
上
回
東
営
農
セ
ン
タ
ー
内
包
2

・0
7
4
0
)

上
田
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
、
農
作
業
の
サ
ポ
!
タ
i
を
探

し
て
い
ま
す
。

主
に
神
科
、
豊
里
、
上
田
、
神
川
、

殿
城
地
域
の
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
な
ど

の
果
樹
作
業
(
受
粉
・
摘
果
、
巨
峰

の
房
切
り
な
ど
)
や
花
作
業
(
花
苗

の
植
付
け
な
ど
)
の
お
手
伝
い
で
す
。

作
業
は
5
月
中
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。

な
お
、
説
明
会
を
5
月
日
日
例
午

後
1
時
初
分
か
ら
J

A
信
州
う
え
だ

川
東
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

お知らせ安
全
で
快
適
な
通
行
の
た
め
に

無
許
可
工
作
物
撤
去
の
お
願
い

管
理
課

(
E
n
・
5
1
2
5
)

宅
地
と
道
路
の
聞
に
水
路
が
あ
る

場
合
に
、
市
の
許
可
を
得
な
い
で
出

入
り
用
の
鉄
板
や
ふ
た
(
グ
レ

l
チ

ン
グ
、

ユ
l
リ
ッ
ト
な
ど
)
が
設
置

さ
れ
て
い
る
箇
所
を
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
道
路
上
に
段
差
を
生

じ
さ
せ
た
り
、
通
行
の
際
、
ふ
た
が

跳
ね
上
が
る
な
ど
事
故
を
引
き
起
こ

す
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
脇
に
水
路
を
設
置
し
た
り
、

水
路
に
ふ
た
を
か
け
る
な
ど
の
行
為

は
、
道
路
の
形
状
を
変
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

現
在
、
無
許
可
で
設
置
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

市
管
理
課
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

4月30日依)

圃と き 5月16日働午後5時'""7時

・ところ 市長室(市役所3階)

国対象市内在住か在勤のかた (グループでも可)

・募集人数 5人 (組)

.懇談時間 1人(組〉につき20分程度

・申し込み

はがき・ FAX・電子メールのいずれかに必要事項を記入し、

まで[必着]に申し込んでくださ L、。

・必要な記入事項

住所・氏名・年齢・職業・電話番号・話したい内容(市政に関すること)

を記入してくださし、。なお、グループでの申し込みの場合は、参加人数と代

表者の住所・氏名などを記入して ください。

・申し込み先

「はがき」…号386-8601 上田市役所秘書課内「市民と市長の日」係

iFAXJ…困23・5111 上田市役所秘書課内 「市民と市長の日」係

「電子メ ール」…アドレス hishoka@city.ueda.nagano .jp (件名を、「市民

と市長の日申し込み」としてください)

母袋市長が市政に対する皆さんの

ご意見を直接お聴きし、「生活者起

点、」の市政運営の参考にさせていた

だく 「市民と市長の日」を開催しま

す。参加を希望されるかたはお申し

込みください。

なお、職員も同席させていただき

ます。

-その他

応募者多数の場合は、抽選をさせていただく場合があります。開催日の一

週間ほど前に、申し込みの結果を全員のかたにお知らせします。

圃問い合わせ秘書課 (ft22・4100困1112)

15.4.16 
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司・・・
「
E
E
L

マ とき

マところ

マ概要

ー (1)庖舗の名称

(2)所在地

(3)届出事項

大規模小売庖舗の
説明会商工課慣例395)
大規模小売庖舗の届け出に伴い、

説明会が開催されます。なお、近隣

にお住まいのかたなどは、この施設

の配置・運営方法の届け出にあたり、

周辺の生活環境を保つために配慮し

てほしい点などについて、県に意見

を提出することができます。



この時期は風が強く、緑も少ないため、山火

事が発生しやすくなっています。山火事を起こ

さないため、次のことに注意しましょう。

-枯れ草のある場所でのたき火はやめましょう 0

・山林で野焼きやたき火をする時は、許可や届tt
出が必要です。市役所に連絡しましょう。

・タバコの投げ捨てはやめましょう。

加
入
し
ま
し
ょ
う
/

農
業
者
年
金

農
業
委
員
会
事
務
局

(
2
n
・5
4
6
6
)

農
業
者
年
金
は
昭
和
必
年
に
発
足

し
、
農
業
者
の
老
後
生
活
を
支
え
て

き
た
公
的
年
金
制
度
で
す
。

昨
年
か
ら
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
に
即
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

自
闘
閥
単

マ
農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入

農
業
に
年
間

ω日
以
上
従
事
す
る

ω歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保

険
者
で
あ
れ
ば
、
農
地
を
持
た
な
く

て
も
加
入
で
き
ま
す
。

マ
積
立
方
式
で
安
定
し
た
制
度

将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
分
で
積

み
立
て
る
方
式
で
、
加
入
者
数
や
受

給
者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
長
期
的

に
安
定
し
た
制
度
で
す
。

マ
保
険
料
を
自
由
に
選
択

保
険
料
は
月
額
2
万
円
か
ら

6
万

7
0
0
0
円
の
間
で
、
千
円
単
位
で

加
入
者
自
身
が
選
択
で
き
ま
す
。
ま

た
、
認
定
農
業
者
や
青
色
申
告
者
な

ど
の
意
欲
あ
る
加
入
者
に
は
、
保
険

料
2
万
円
に
対
し
て

2
割、

3
割、

5
割
の
国
庫
助
成
が
あ
り
ま
す
。

マ
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
、
年
金
給
付
に
つ
い

て
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

マ
加
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た

終
身
年
金

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。
加

入
者
や
受
給
者
が

ω歳
に
な
る
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、

m
∞
歳
ま
で
に

受
け
取
る
と
仮
定
し
た
額
が
遺
族
に

死
亡
一
時
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
ま
た
は
J

A

へ

国
民
年
金

前
納
の
お
知
ら
せ小

諸
社
会
保
険
事
務
所

2
0
2
6
7
・n
・1
0
8
0
)

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
ま
と
め

て
納
付
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ

れ
る
お
得
な
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
年
前
納
し
た
場
合
と

6
か
月
前
納

し
た
場
合
の
割
引
額
は
左
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

前
納
を
希
望
す
る
か
た
は
、

4
月

上
旬
に
社
会
保
険
庁
(
社
会
保
険
事

務
所
)
か
ら
送
ら
れ
た

「
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
一
年
と
半

年
前
納
の
納
付
書

(
4
月
末
が
納
期

限
)
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
今
ま
で
毎
月
の
口
座
引
き

落
と
し
を
さ
れ
て
い
た
か
た
で
、
今

年
度
は
前
納
を
希
望
す
る
場
合
や
、

年
度
途
中
で
前
納
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
小
諸
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
不
用
に
な
っ
た
も
の
、
ほ
し
い
も
…

…
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
廃
棄
物
対
…

…
策
課
内
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
(
直
通

2
n
・…

…
5
1
4
4
)へ。

(
受
付
:
午
前
叩

…

…時
5
午
後
4
時
)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
だ
使
用
で

き
る
不
用
品
を
希
望
者
に
譲
る
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。

登
録
期
間
は
3
か
月
で
、
不
用
品
の

紹
介
は
1
回
に
つ
き
1
品

(
1
件
)
で

す。-
不
用
品
交
換
の
ル

l
ル

@

マ
当
事
者
双
方
が
責
任
を
持
っ
て
、
無

料
で
取
り
引
き
し
ま
し
ょ
う
。

マ
使
用
に
支
障
が
な
い
か
ど
う
か
、
必

ず
取
り
引
き
時
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

マ
不
用
品
を
第
三
者
に
転
売
す
る
な
ど
、

営
利
目
的
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
不
用
品
と
し
て
登
録
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
登
録
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

.前納はこれだけお得/。

1年前納(毎年4月に納付)

毎月納付の場合 159，600円
1年前納の場合 156，770円
(2，830円の割引)

半年前納(毎年4・10月に納付)

毎月納付の場合 79，800円
半年前納の場合 79，150円
(650円の割引)

マ
マ
タ
ニ
テ
ィ

l
ワ
ン
ピ
ー
ス
マ

お
く
る
み
マ
冷
蔵
庫
マ
炊
飯
器

マ
ガ
ス
レ
ン
ジ
マ
石
油
温
風
器
マ

書
棚
セ
ッ
ト
マ
座
い
す
マ
回
転
式

洋
服
ハ
ン
ガ
ー
マ
押
入
れ
タ
ン
ス

マ
ヘ
ル
ス
ウ
ォ

i
カ
!
マ
柔
道
着
一

式
マ
電
動
式
車
い
す
マ
洗
面
台

マ
編
み
機
マ
エ
レ
ク
ト
l
ン

マ

ド

ラ
ムマ

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
!
ト
マ
ベ
ビ
!

ベ
ッ
ド
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ノ
!
ト

パ
ソ
コ
ン
マ
洗
濯
機
マ
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
マ
ワ
ー
プ
ロ
マ
自
転
車
マ

石
油
ス
ト
ー
ブ
マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
マ
学
習
机
マ
洋
服
タ
ン
ス
マ

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
マ
ス
ケ
ー
ト
靴

マ
健
康
自
転
車
マ
カ
!
ナ
ビ
マ

室
内
用
鉄
棒
マ
車
い
す
マ
ピ
ア
ノ

電
線
類
地
中
化
工
事
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を

土
木
課
(
宮
幻
・

8
2
4
2
)

6
月
末
ま
で
、
中
央
二
丁
目
(
海

野
町
)
交
差
点
か
ら
商
工
会
議
所
前

ま
で
の
区
間
で
、
電
線
共
同
溝
(
電

線
類
地
中
化
)
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
上
に
出
て
い
る
電
線

類
を
、
道
路
下
に
埋
設
し
た
ケ
ー
ブ

ル
ボ
ッ
ク
ス
に
ま
と
め
て
収
納
す
る

こ
と
で
、
電
線
・
電
柱
を
地
上
か
ら

15.4.16 [ 12 ] 

.5月の粗大ごみ回収日
5月17日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



「緑c;)募金J
農林課林務係 (ft22・4100困1457)
4月1日伏)から 5月31日出まで「緑の募金」運動を行っています。

皆さんからお寄せいただいた募金は、植樹祭・育樹祭の開催、みどりの

少年団の活動助成、百木・緑化木の頒布、間伐・下刈りなどを行う森林ボ

ランティアの支援、学校・公園等の公共施設の緑化などさまざまな活動に

生かされています。

大切な緑を豊かに育み、次の世代に伝えるため、皆さんのご協力をお願みどりの少年団の活動も募金によって

いします。 支えられています(東山植樹祭にて)

にご協力ください

な
く
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
車
道
と

歩
道
の
段
差
を
解
消
し
、
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ

l
化
も
図
り
ま
す
。

。
電
線
類
地
中
化
の
効
果
は
?

①
広
く
見
通
し
が
良
く
な
り
、
安
全

で
快
適
な
歩
道
に
な
り
ま
す
。

②
今
ま
で
以
上
に
道
路
を
有
効
利
用

で
き
、
景
観
が
向
上
し
ま
す
。

③
高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
た
情
報

基
盤
の
整
備
が
で
き
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
た
い
へ
ん
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑

道

号
国

B
占川差交

目

)

丁
町
二
野

央

海
中

(

工事区間

上回城跡
←公園

合
併
処
理
浄
化
槽
の

検
査
手
数
料
が
改
定

長
野
県
浄
化
槽
協
会
東
信
支
所

(8
0
2
6
7
・回・
1
1
0
5
)

生
活
環
境
課

(
2
n
・5
1
2
0
)

ご
家
庭
に
設
置
し
て
い
る
合
併
処

理
浄
化
槽
は
、
年
に
一
度
の
定
期
検

査
が
必
要
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
、

こ
の
検
査
の
手
数
料
が
左
表
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

快
適
な
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

浄
化
槽
は
日
ご
ろ
か
ら
適
正
な
利
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

みにと 手数料(円)

改定後 改定前

20人槽以下 5.000 4.000 

21"""" 1 00人槽 10.000 8.000 

101，......，300人槽 13，000 11.000 

301，......，500人槽 15.000 13.000 

501 "'-'2，000人槽 22，000 20，000 

2，001人槽以上 30，000 30.000 

外
国
語
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

上
田
市
国
際
交
流
協
議
会
事
務
局

(
企
画
課
内
B
n
・5
1
1
2
)

在
住
外
国
人
と
の
よ
り
よ
い
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
、
簡
単
な
日
常
会
話

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

期
間
は
、
い
ず
れ
も
通
年
で
す
0

・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

マ
と
き
毎
週
水
曜
日
(
初
級
コ
ー

ス
・
:
午
後
7
時

1
8時
、
中
級
コ
ー

ス
:
・
午
後
8
時

1
9時
)

マ

と

こ

ろ
中
央
公
民
館
マ
問
い
合
わ
せ

ブ
ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

担
当
者
・
浅
美
さ
ん
(
包
幻
・

5
1

.
英
語
講
座

へ

マ
と
き
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時

初
分
j
午
後
2
時
加
分
マ
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
マ
問

い
合
わ
せ
英
語
講
座
担
当
者
・
柳

原
さ
ん

(
8
m
・
9
7
1
6
)

-
韓
国
・
朝
鮮
語
講
座

マ
と
き
毎
週
木
曜
日
午
後
8
時

j
午
後
9
時

ω分
マ

と

こ

ろ

中

央
公
民
館
マ
問
い
合
わ
せ
韓
国
・

朝
鮮
語
講
座
担
当
者
・
佐
納
さ
ん

(
岱
幻
・

7
9
0
8
)

-
中
国
語
講
座

マ
と
き
毎
週
金
曜
日
(
初
級
コ
ー

ス
:
・
午
後
7
時

i
午
後
8
時
、
中
級

コ
!
ス
・
:
午
後
8
時

1
9時
マ

と

こ
ろ
中
央
公
民
館
マ
問
い
合
わ

せ
中
国
語
講
座
担
当
者
・
池
上
さ

ん
(
岱
お
・

3
3
6
0
)

皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
に
よ
る

地
域
づ
く
り
活
動
を
応
援
/

コ
冗
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」

企
画
課

(
8
n
・
5
1
1
2

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
ら
の
熱
意

と
創
意
工
夫
で
、
誇
り
と
愛
着
の
あ

る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
取
組
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
づ
く
り

活
動
を
応
援
す
る
た
め
、
「
元
気
な

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
(
昨
年
度
支
援
事
業
は
、
広

報
う
え
だ

3
月
1
日
号
を
参
照
)

今
年
度
も
住
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ

(
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市
か
ら

他
の
補
助
金
や
財
政
上
の
支
援
を
受

け
て
い
な
い
団
体
に
限
り
ま
す
)
が

新
た
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
活
動

を
応
援
し
ま
す
。

マ
考
え
ら
れ
る
活
動
事
例
①
地

域
固
有
の
文
化
、
伝
統
、
産
業
な
ど

を
活
か
し
た
地
域
e

つ
く
り
計
画
の
策

定
、
実
践
活
動
②
中
心
市
街
地
に

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
計
画
の
策

定
、
実
践
活
動
③
地
域
資
源
を
掘

り
起
こ
す
た
め
の
計
画
の
策
定
、
実

践
活
動
④
暮
ら
し
ゃ
す
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
計
画
の
策
定
、
実

践
活
動
⑤
そ
の
ほ
か
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画

の
策
定
、
実
践
活
動
(
原
則
と
し
て

活
動
す
る
区
域
が
、
小
学
校
通
学
区

域
程
度
の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
)

マ
補
助
対
象
経
費
活
動
に
必
要
な

経
費
(
飲
食
代
、
構
成
員
の
人
件
費

な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
)
マ
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
叩
分
の

6
以
内

(
「
話
し
合
い
等
に
よ
り
地
域
づ
く
り

の
計
画
を
策
定
す
る
場
合
」
は
日
万

円
、
「
計
画
に
基
づ
い
て
活
動
を
実

践
す
る
場
合
」
は

1
0
0
万
円
が
上

限
)
マ
申
し
込
み

5
月
初
日
制
御

ま
で
に
企
画
課
へ
(
申
請
書
は
企
画

課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
1
ム

ぺ
l
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き

ま
す
)

5月10日(土)…西友秋和属、西友三好町庖、 Aコープコア塩田届
5月17日(土)…マツヤ上田インター庖、やおふく上堀庖
5月24日(土)…ジャスコ上田底、しおだ野ショッビングセンター

-ウィークエンドリサイクル5月の日程
回収時閣は午前10時~正午(時間厳守)。
家庭のびん、缶、古紙、古布が出せます。15.4.16 [ 13] 
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rfA(;)土地ぬ税金l事側、下力明いぬ?J ~!fì 
~郊外にお住まいの花子さんと、中心市街地にお住まいの太郎さんからの質問~

司 風 土地の価格が下がっていると聞いているの

に、私のところの税金は毎年上がっているわ。

直覧手為 え?僕のところは下がっているようだけ

じ坦動 ど/

司 監 太郎さんの税金が下がっているのに私の

税金はなぜ下がらないのかしら。

6強 ~・ 現在、花子さんの土地は太郎さんの土地よ
三査」ヤーり税負担(納めていただく税金)が低くなっ

ています。これを同じ税負担にする必要があるので花

子さんの税金は下がらないのです。

下のグラフは、お二人の土地の税負担を比較したも

のです。平成15年度の評価額(折れ線グラフ圃例 は

両方とも100万円ですが、課税標準額(棒グラフ)に

は倍近い格差があります。税金は「課税標準額×税率」

で算出しますから、お二人の場合、評価額は同じなの

に税金は太郎さんの方が多く払っていることになりま

すO

閣52え/評価額が同じなのに、僕の方がたく
さん税金を払っているの?なんだか不公平

な気がするなあ・"0

6諏杭司 おっしゃる通りで、すO そこで¥このような
三縦了ー不公平をなくすために調整を行っているので

す。具体的には、税負担が高くなっている太郎さんの

土地の税額を引き下げる一方で、税負担が低くなって

いる花子さんの土地の税額をなだらかに上昇させてい

ます。このようにして同じ評価額の土地は同じ税額に

なるように調整しているので、地価の下落が税額に反

映されない場合もあるのです。

団 盈 私の土地の税制下がらないのは、同じ評

価額の土地の中でも税負担が低くなっている

からなのね。でも、なぜ税負担が高い土地と低い土地

があるのかしら?

低敷駅司 それは、平成6年度の税制改正で、評価額

J桜-s¥は 「全国一律で地価公示価格の 7割」とされ
たためです。改正前は、地価公示価格に対する評価の

水準が各土地でばらばらでした(グラフ内「花-①」

「太-①J)。これを、すべての土地について統ーした基

準で評価し直したのです。

団 民 私の土地は、評価額がずいぶん上昇山

るのね。

低空自杭司 そうです。花子さんの場合、改正前の評価

f迷J干ー水準は地価の 1割程度しかありませんでした
ので、統一基準で評価した結果、評価額が大幅に上昇

しました(グラフ内「花-②J)。

しかし評価額の上昇率に合わせて課税標準額を上げ

ると、税額(課税標準額×税率)が何倍にもなり負担

が大きすぎます(グラフ内「花-③J)。そこで課税標

準額はなだらかに上昇させ、税負担の急上昇を抑える

ことにしてあります(グラフ内「花-④J)。

inJ荘為 花子さんに比べると、僕の土地の評価額

しマ望蛍tnはそれほど上昇していないなあ。
話き密航曹 太郎さんの場合、改正前から高い評価水準

ど遊Jマーで、したから、統一基準で評価し直しても評価
額の上昇はゆるやかでした(グラフ「太-②J)。この

ため太郎さんの税負担は、制度改正の後も高い水準の

まま推移しています(グラフ内「太ー③J)。また、最

近は中心市街地の地価下落が著しいこともあり、税負

担の高い太郎さんの土地は地価下落に伴って税額も下

がっています(グラフ内「太ー④J)。

これらにより、お二人の土地の税負担に格差が生ま

れました。太郎さんの土地は税負担が高い水準のまま

推移した一方で、花子さんの土地は税負担を急上昇さ

せない仕組みとなっているため、太郎さんの土地より

低い水準にとどまったということです。

価格(万円)
300 (ーロー)

地価公示価格

250 

H5 H6 H7 H8 H9 H 1 0 H 1 1 H 1 2 H 1 3 H 14 H 1 5 

[花子宅}地積350m評価額100万円

…取引の目安
となる価格

(目ベチー)
評価額
. ["固定資産
評価基準」に
基づいて評価
された価格

(棒グラフ)
課税標準額
…税額算出のo;n
基礎となる価
格。 ["課税標
準額×税率二 I 0 
税額」

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H 1 0 H 1 1 H 1 2 H 1 3 H 14 H 1 5 

[太郎宅]地積170m評価額100万円

4月10日(木)に、今年度の固定資産税の納税通知書を発送しました。ご不明な点は、税務課 (ft22・4100園1292・1293)
までお尋ねください。

15.4.16 [ 14 ] 



身
近
な
情
報
を
あ
な
た
に

テ
レ
ビ
広
報
「
サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」

便利で確実な口座振替のご利用を

期

劇
1

日
税
j

初

産

醐

月

資

計

4
定

附

限

岨

省

期
4

納

秘
書
課

(
8
2
・3
4
3
5
)

-
放
映
時
間
(
初
分
番
組
)

毎
週
日
曜
日
の
午
前
6
時
・

9
時
・

正
午
・
午
後
3
時
・

7
時

-m時
か

ら、

1
日
6
回
放
映

-
「
サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
を
再
放
送

「
サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
を
、
更
に
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

毎
水
曜
日
に
再
放
送
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
・
ご
提
言
は
、
秘

書
課

(
8
n
・4
1
0
0
園
1
1
1

5
/
困
お
・

5
I
l
l
・国
tEm--

}己
ω
}
H
O
}内
山
凶
(
⑪
丘
仲
可

-E込山・ロ
m
w
m
m
H
H
0
・5
)

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

(an
・5
1
2
7
)

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
新
た

に
沿
道
の
生
け
垣
を
つ
く
る
場
合
、

相談名 日 時 会場など
5月9日樹

法 律 キ目 談 13:30'"" 15:30 
(予約制) 5月23日憧)

受付は~ a • • 

13:30'""15:30 

不土動地産建鑑物定相相談談
5月8日休)

市役所 (生本庁活環舎境1課階)13:00'"" 16:00 

市交女通民性事故相相相談談談 毎週月~金曜日 官
9 :00'""16:00 22 

毎週月~金曜日
. 
(fi児直童通保23育・2課000) 児 童 キ目 民吾リK〈 4 

9 :00'""16・00

母 子 キ目 吾同火'k. 
毎週月~金曜日 。

児(童図保16育10課) 9 :00'""16:00 。
人権・悩みごと相談

5月 1日(木)
(人宿権直同通和23対・5策39課3) 13:00""' 16:00 

農地問題相談 毎週月~金曜日 (農本業庁委舎員2会階)8 :30""'17:00 

イ寸 政 本目 談
5月12日(月)

上田市福祉会館10:00""'15:00 

心配ごと相談 毎週月~金曜日9 :00，.......16:00 
法 律 キ目 自炎 5 月17日正出午 社(会8福27祉・8協08議0)会(予約制) 10・00""'

児 童 本目 圭託仏Afミ 毎週土曜日
13:30""'15:30 
毎週水曜日

結 立皆 本目 日炎
10:00""'15:00 

社(会8福22祉・3協08議2)会
毎月第2土曜日
10:00""' 12:00 

法 f章 相 目炎 5月14日休)
(予約制) 1 0:30""' 12:00 

保険年金相談 毎週月~金曜日 上(回8商22工・4会50議0)所9 :00'""16:00 

特融資別・経相営改善談 5月20日(火)
10:00""'16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上田 トサテラ1イ)ト内)8 :30""'17:00 (ft26・801

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子南育部中((保央て窓2支育保2368援園育・・37セ内園0192相内ン60)) 談相タ
(電話相談) 9・00""'16:00

塩田 室談室保育・子育て相談 毎週月・火曜日
(面接相談) 9 :00""'16・00

月の相談

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
潤
い
の
あ

る
美
し
い
町
並
み
を
作
り
ま
せ
ん
か
?

マ
対
象
と
な
る
生
け
垣
道
路
に

面
し
た
連
続
5
m
以
上
の
も
の
(
ほ

か
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
)
マ

補
助
額

2
分
の

l
以

内

マ

限

度

額

5
万
円
(
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
を
撤
去
す
る
場
合
は
叩
万
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
へ

月日 ごみの収集
上田クリーン
センター
受け入れ

4月29日(刈 火曜収収集地
みどリの日 イ区寸は 集を

休み
います

5月法3日仕) 休み
憲記念日

休み

5月4日(日)
休み

国民の休日
休み

5月5日目 月い曜はま収収す集集地
こどもの日干区? を

休み

集
積
所
へ
は
、
塩
田
・
川
西
地
区
は

午
前
8
時
ま
で
、
そ
の
他
の
地
区
は

午
前
8
時
初
分
ま
で
に
時
間
厳
守
で

ル
!
ル
を
守
っ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
な
窪
視
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

生け垣は街に潤いを与えます

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

連
休
中
の
ご
み
収
集
は

廃
棄
物
対
策
課
(
E
n
・0
6
6
6
)

-ごみ収集の日程

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
ご
み

収
集
は
下
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市民プラザ・ゅう
女性総合相談窓白のご案内
Mfy悩みや問題をゆっそ りお聞きし、共に受け
とめ、心の整理のお手伝いをして、解決のための一歩

を踏み出す応援をしています。

・電話相談 (827・3123)

じ〉相談日時月曜日~土曜日午前9時~午後9時(土

曜日は午後5時まで)

・女性弁護士による法律相談(要予約)

女性の弁護士による法律相談を開催していますO 相

談時間は一人30分以内で、相談は無料ですo

b相談日時毎月第4木曜日午前10時~正午
・専任相談員による相談

じ〉相談日時毎週火・木曜日午後2時，....， 9時(受付は

午後 8時まで)、第 2・4土曜日は午前10時~午後 5

時(電話で予約してください)

.問い合わせ

市民プラザ-ゅう

15.4.16 

(材木町1-1-2・ft27・2988)へ

[ 15 ] 



教育

手笥とφσ)O)(D乞れア了たへ
平成 IC:;年庖窓際数E言。ミナー{雪tB内向海銀》
7t (e長じまりま寄
中央公民館 (622.0760)

日ごろ子育てについて関心や課題をお持ちのお母さんがたのために、

今年も家庭教育セミナーを開催します。大勢の皆さんのご参加をお待ち

しています。

1>日程下表のとおり(時間は午前10時~正午)
じ〉ところ 中央公民館(9月10日は長野大学、上回女子短期大学)

b定員 40名(先着順)
じ〉参加料 1，000円(料理教室材料費、保険料等〉

じ〉申し込み 4月23日ば)から参加料を添えて中央公民館へ
じ〉その他託児は、初回以外あります

期日 内 谷r-・?司
期 日 内 容

5月28日(水) 親子でからだを動かして 10月15日(水) 病気や事故への対応

6月17日(刈 家庭における子どもの誤飲 11月19日(水) 絵本と子育て

7月12日比)
乳幼児に適した料理 12月5日闘 子どもと向(家き庭合教う育親)のあり方7月19日出

8月5日ω 幼児虐待とその背景 1月21日tJ<) 歯の健康と生活

9月10日(水) 図書館研修 2月16日目) 子育て座談会

中
央
公
民
館
(
宮

2

・0
7
6
0
)

無
料

-今まで医療的なことで、こまかく知識を得ることができず、知りたかっ

たことが学べてとても良かったです。子どもとの関わり方も少し不安に

思うこともお話を聞けて自信がつきました。

・とても充実した時聞が過ごせました。いい講座を開いていただきうれし

く思います。近所に小さい子どももいなくて、公民館のこういう講座に

参加することに頼りがちなのでとてもありがたかったです。子どもも友

達と遊べて楽しい様子でした。

-子どもを預かっていただけたので、 とてもリフレッシュ出来ました。

-
総
合
美
術
展
作
品
募
集

マ
出
品
資
格
市
内
に
在
住
、
ま

た
は
市
内
美
術
団
体
に
所
属
し
て
い

る
か
た
マ
出
品
制
限
出
品
種
目

別
に
1
点
(
彫
刻
は

2
点
)
以
内
。

未
発
表
作
品
に
限
る
マ
出
品
料

1
作
品
に
つ
き

1
0
0
0
円
(
受
付

時
に
納
入
)
マ
作
品
搬
入
・
受
付

5
月
日
日

ω午
前

9
時
j
正
午

(
会
場
の
都
合
で
展
示
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
生
花
の
出
品

希
望
者
は
、

5
月
1
日
側
ま
で
に
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
)
マ
賞

-出品種目
市
長
賞
・
教
育
委
員
会
賞
・
奨
励

賞
(
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
)
マ
表
彰
・
講
評

5

月
四
日
目
午
後
2
時
j

(
市
文
化
会

館
ホ
ー
ル
)
マ
搬
出

5
月
日
日

目
午
後
4
時
j
5
時
(
搬
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
公
民
館
で
の
お
預

か
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
)

講
座
「
市
誌
か
ら
学
ぶ
」

中
央
公
民
館

(
8
2
・0
7
6
0
)

中
央
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
に
上
田

の
歴
史
や
風
土
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
「
上
田
市
誌
」
の
編

集
者
の
か
た
が
た
な
ど
か
ら
、
市
誌

に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
中
心
に
分

か
り
ゃ
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
く
講

座
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
い
っ
し
ょ
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

15.4. 16 [ 16 ] 

マ
日
程
等
左
表
の
と
お
り
マ

時

間

午

前

9
時
初
分

1
1時
(
第

1
回
は
午
前
日
時

ω分
ま
で
、
第
5

回
は
午
前
9
時
j
正
午
)
マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ほ
か
マ
定
員
初

名
(
先
着
順
)
マ
受
講
料

6
0
0

円
マ
持
ち
物
上
田
市
誌
(
お
持

ち
で
な
い
か
た
は
、
公
民
館
で
用
意

し
ま
す
)
マ
申
し
込
み

4
月
幻

日

ωか
ら
中
央
公
民
館
へ

圃日程等

一中の開放利用団体の
登録を受け付けます
生涯学習課 (623・5102)
じ〉対象 市内在住・在勤・在学のかたで組織

され、成人の責任者のいる団体 b登録方法
所定の使用団体登録申請書(生涯学習課、各公
民館にあります)に必要事項を記入し、生涯学

習課へ(郵送可) [>締め切り 4月28日(月)
じ〉利用できる施設音楽室(第 l・第 2)、美術
室(第1・第2)、調理室、被服室、図書センター
じ〉利用できる日時年間(年末年始を除く)

午後 6時---9時じ〉施設開放予定 5月23日{掛
から

中は(日)
央午午マ
公後前と
民 4 9き
館時時
ま~ 5 
マで午月
入)後 15
場 5 日
料マ時休)
と，，~
こ最同
ろ終 18
日日

第
臼
回

上
田
市
総
合
美
術
展
開
催

歴史編 1・2• 3 川上元さん
(上田市誌編さん委員)上田のおいたち5月8日休)

歴史編6横;畢瑛さんやの真田氏と上田城5月22日(柑2 

近現代編2斎藤幸男さん (1/)蚕都上田の栄光5月29日(木)3 

近現代編6松津正宏さん (1/)

土屋郁子さん
(上田市誌執筆委員)

宮本達郎さん
(上田市誌編さん委員)

上田の風土と近代文学6月5日休)4 

後日連絡

文化財編

街なか散策(現地研修)

上回の文化財

6月12日(木)

6月17日(火)

5 

6 



課または当日会場へ

全国一斉ウオークラリーin上回会場
ウオークラリーは、コマ図(コース図の断片的なも

の)を頼りに、コース内に出題されている課題を解き

ながら歩く野外活動。ご家族お友達と、初めてのかた

もお気軽にどうぞ。

じ〉とき 5月18日(日)小雨決行じ〉ところ川辺小学

校じ〉チーム編成チームは 3""6名で編成し、チー

ム名をつけてくださ L、。(チーム名コンテストがあり

ますので、ユニークなチーム名をお待ちしています)

じ〉参加料 1チーム700円 b持ち物 昼食、雨具
b申し込み 5月13日ωまでに参加料を添えて体育
課へ(当日申し込みもできますが、チーム名コンテス

トには参加できません)

市民陸上カーニパル2003
じ〉とき 6月15日(日)小雨決行仁〉ところ市営陸上

競技場 b対象市内在住・在勤のかた(原則学生を
除く)、市内の小学 2年生""6年生・中学生 じ〉種目

中学生および一般…100m・1500m・走幅跳・砲丸

投・ 4x 100mリレー 小学2年生--6年生…100m・
1000m・走幅跳・ソフトボール投げ・ 4X100mリレー

じ〉参加料 500円(保険料、ゼッケン代) [>申し

込み 5月16日働までに参加料を添えて体育課へ

平成15年度上田市スポーツ少年団団員募集中
上田市スポーツ少年団では、新入団員を募集してい

ます。学校週5日制が実施され、一人でも多くの少年・

少女たちにスポーツ活動の楽しさと喜びを知ってもら

う目的でさらに活発な活動を目指します。

じ〉問い合わせ スポーツ少年団事務局 (ft27.9400)

スポーマ&レヴリエーション I 

体育課~・mffiI I

• 

創作舞踊・リズミカルダンス教室受講者募集
じ〉とき 5月9日""12月26日の毎週金曜日午後7時

""9時 bところ北小学校体育館 b種目創作舞
踊、リズミカルダンス、幼児は童謡で踊る じ〉対象

市内在住・在勤のかた [>参加料 一人3，000円(親

子での参加の場合、子どもは一人1，000円 b問い合
わせ斉藤 (ft24・5403)、笠井 (ft24・0151)、倉島
(ft27・0964)

レディースアーチェリー教室受講者募集
じ〉とき 6月3日~同27日の火・金曜日(全8回コー

ス)午後7時""8時30分じ〉ところ 自然運動公園アー

チェリ一場 b対象 学生を除く市内在住・在勤の女
性のかた じ〉定員 10名 b参加料 3，500円 b申
し込み 4月21日(月)""5月23日働に参加料を添えて体

育課へ

市民の森ゴー力一卜場4月19日(土)オープン
じ〉営業期間 4月19日(卦""10月19日(日)の土・日・祝

日午前9時~午後4時 (4月29日""5月5日と夏休み

期間中は平日も営業) [>料金 1周100円、回数券

1，000円(11回綴り) [>問い合わせ ゴーカート場(

ft27・9396・営業期間中)、市民の森管理事務所 (ft23・

0363) 

こどもの日すもう大会
じ〉とき 5月5日(こどもの日) [>ところ 市営

相撲場 b対象市内の保育園・幼稚園児、小学生
じ〉参加料無料じ〉申し込み 4月25日働までに体育

第
引
回
上
小
美
術
展
開
催

上
小
美
術
会
(
宮
下
宿

m
・
6
3
4
7
)

マ
と
き

4
月
お
日
側
j
同
m
u
日

ω午
前
9
時
i
午
後

5
時
(
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
)
マ
と
こ
ろ

上
田
創
造
館
マ
入
場
料
大
人
3

5
0
円
、
学
生

2
0
0
円
(
小
・
中

学
生
、
身
体
障
害
者
、
お
歳
以
上
は

無
料
)

文
化
事
業
実
行
委
員
募
集

生
涯
学
習
課

(
2
n
・5
1
0
2
)

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
企
画
・
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
各
事
業
の
準
備

会
は
通
常
は
夜
間
に
聞
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
ご
連
絡
く
だ

大」い。

-
山
下
洋
輔
(
ピ
ア
ノ
)
&
金
子
飛

鳥
(
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
)
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
委
員

日
月
7
日
閃
開
催
予
定
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
ジ
ャ
ズ
が
好
き
な
か
た
や
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
裏
方
を
や
っ
て
み
た

い
か
た
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
う
え
だ
城
下
町
映
画
祭
実
行
委
員

会
委
員
今
年
で
第
7
回
目
の
開
催
と
な
る

映
画
祭
を
、
日
月
7
日
働
j
同
9
日

目
に
か
け
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

す
で
に
実
行
委
員
会
は
あ
り
ま
す

が
、
心
機
一
転
で
新
た
な
企
画
に
挑

戦
す
る
た
め
に
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
で
す
。

映
画
好
き
な
か
た
や
、
皆
で
ワ
イ

ワ
イ
と
進
め
る
の
が
お
好
き
な
か
た

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
辺
国

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
開
催

生
涯
学
習
課

(
E
n
・5
1
0
4
)

大
空
に
こ
い
の
ぼ
り
が
舞
う

5
月

5
日
は
こ
ど
も
の
日
。
新
緑
あ
ふ
れ

る
上
田
城
跡
公
園
一
帯
で
は
、
青
空

の
も
と
の
び
の
び
と
子
ど
も
た
ち
に

遊
ん
で
も
ら
お
う
と
、
子
ど
も
た
ち

が
主
役
の
「
第
包
囲
う
え
だ
こ
ど
も

ま
つ
り
」
が
N

め
ざ
せ
遊
び
の
メ
ジ
ャ
ー

リ
!
ガ

i
H
を
テ

l
マ
に
開
催
さ
れ

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

公
園
一
帯
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場
は
用
意
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
自
家
用
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

-
イ
ベ
ン
ト
内
容

開
会
式
・
ち
び
っ
こ
鼓
笛
隊
・
ち

び
っ
こ
将
棋
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

体
験
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H E A L T H 

圃平成15年度版
保健ごよみができました
乳幼児の予防接種と健康診査の日程をまとめた、平

成15年度版の「保健ごよみ」を作成しました。

予防接種の基礎知識、乳幼児健診の日程、持ち物、

各種予防接種(三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎)

ができる市内の委託医療機関の一覧表や、ポリオ・ツ

ベルタリン反応・ BCGの実施会場などについて掲載

していますO ぜひ、ご利用くださ l¥0 

平成15年度版「保健ごよみ」は、健康推進課の窓口

のほかに、豊殿・塩田・川西の各支所や公民館の窓口、

予防接種や乳幼児健診の会場でお配りしていますO

じ〉問い合わせ健康推進課 (ft23.8244)

-麻しん予防接種(個別接種〉
1>対象者 接種目までに 1歳の誕生日を迎えている

お子さん(ただし、 7歳 6か月未満)で、上田市に住

民票があるかた、または外国人登録をしているかた

(対象者には 1歳の誕生月の前月に個人通知を送付し

ます) 1>実施期間来年3月31日(水)まで b実施場
所市内の委託医療機関(個人通知か平成15年度版保

健ごよみの裏面をご覧くださし¥) [>接種目数 1回

じ〉接種料金無料じ〉持ち物通知、母子健康手帳、

体温計、予診票(赤ちゃん手帳の中にあります。体温

以外は記入してお持ちくださしウ b注意事項 ①予
防接種を受ける前に赤ちゃん手帳の予防接種の説明を

よくお読みください ②事前に医療機関に電話予約を

してからお出かけください ③体温は接種の直前に測

ります ④生ワクチン(ポリオ、 BCGなど)接種後

は4週間以上、不活化ワクチン(三種混合など)接種

後は 1週間以上経過してから受けてください ⑤他の

予防接種(特にBCG予防接種)との間隔にはじゅう

ぶん注意してください b問い合わせ 健康推進課
(ft23・8244)

・身体障害者のかたの
住宅改修の一部を補助します
[>対象者(①と②両方の要件を満たすかた) ①市

内在住で、下肢・体幹・視覚・腎臓などの機能障害で

身体障害者手帳 l級・ 2級・ 3級の認定を受けている

65歳未満のかた ②前年の所得税額が15万円以下の世

帯のかた b補助の対象になる工事浴場・台所・洗
面所・玄関・階段などの整備で、身体障害者が常時使

用するものに限ります(工事の規模は、住宅の一部を

改良することで身体障害者の利便を図れる程度のもの

G U D E 

で、住宅の一部改築や改造といっしょに行う工事は含

みません)。また、工事の着工から完了までの期間は、

8月 1日から来年3月31日までであることが必要です

b補助限度額 90万円(介護保険法により住宅改修
費の給付を受けるかたは70万円) [>申し込み 6月

10日例までに、必要書類を添えて福祉課へ(用意して

いただく書類などがありますので、事前に福祉課へご

連絡くださしす じ〉問い合わせ福祉課 (ft23・5130)

-こころの相談B
bとき 5月14日体)・同28日(水)午前9時30分，....，11時
30分(一人1時間) [>ところ 市役所南庁舎6階会

議室 b相談担当 精神保健福祉相談員・保健師 じ〉
申し込み 電話等で健康推進課 (ft23・8244)へ[予

約制] [>その他保健師による相談は随時行ってい

ますのでご利用ください

: 5月の乳幼児健康診査・教室 i:、.
1>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・ 1歳6

か月児・ 3歳児〉…午後 l時---1時45分 ②2歳児教
室…午後1時---1時15分[①、②とも受付は午後零時
30分から] 1>持ち物 ①乳幼児健康診査…母子健康
手帳、健康診査票(赤ちゃん手帳の中にありますので

記入してお持ちください。 3歳児は自宅で視力・聴力

検査を実施して、結果を記入してくださし寸、パスタ

オル、おむつ、歯ブラシ(1歳6か月児)0 3歳児は、

尿検査の容器をお送り しますので、お持ちください

②2歳児教室…母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ

シ、 コップ、おやつ代(実費〉、おやつ用はし・フォー

クなどとお皿 b問い合わせ健康推進課(岱23.8244)

・保健センター(市役所商摩舎2階)

置盈翠窒童圃・翠週E・E・-圃E董霊1:
5月7日 14.12.16""'12.31

4か月 |一一 | 
5月29日 15.1.1""'1 .15 
5月14日 13.10.16""'1 0.31 

1 歳 6 か月 f- - ------ ;--';:--~-~'--~-- ----- +
| 5月21日 13.11.1""'11.15 
5月8日 12.4 . 1 ""' 4 .15 

3 歳 f----- --- ;--';:--~~~-~ -- - - ---+
|5月16日 12.4 .16""' 4 .30 
5月13日 13.2 . 1 ""' 2 .15 

2歳児教室卜...--_----- ー--+
I 5月30日 13.2.16""'2 .28 

5月27日 I 14.12.16""'15.1.15 
5月20日 13.9 .16""' 11.15 

※塩田・川西地区の 2歳児教室・ 3歳児健診は、 6月に
行います。

-個別10か月児健診(市内の委託医療機関)
|個別10か月 15月1日""'31日 14.6.16""'7 .15 
※対象者には個別に通知します。詳しくは、健康推進課へ。
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子と:巴たちが手作り

小・申学校に
木製の机といすを導入します

上田市では、平成14年度から 「森林(もり)の恵

み共生事業」を実施しています。

これは、次代を担う子どもたちが自然の大切さを

学び、森林の恵みを肌で感じられるように、また、

自分で組み立て、物を大切にする心が育つように、

上小地域で生産されたカラマツの間伐材を主体とし

て使用した木製の机・いすを全小・中学校の普通教

室に導入するものです。

今回は、木材をふんだんに使用して、このほど全

面改築された城下小学校をモデル導入校として位置

付け、児童自ら木製机・いすを組み立てました。今

後10年程度のうちに残りの学校ヘ順次導入する予定

です。

低学年の児童は、天板に自然塗料を使用するなど

優しさと木のぬくもりあふれる机やいすを、高学年

のお兄さんお姉さんに手伝ってもらいながら、一生

懸命組み立てていました。

[ 19] 15.4.16 
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(仮称〉情報ライブラリー5つの特色
田 市民生活や日常の仕事に役立つ知識や情報を提供しJ暮らしとビジネス支援"を印¥きますo そのために、図書の
他に最新情報が入手できる雑誌、商用データベースやインターネットの整備を予定しています。また、信州大学、長野

大学等と提携し社会人を対象とする専門セミナーを検討しています。

市民はもちろんのこと、観光等で上田を訪れた人も上田地域の魅力を感じられる千曲川地域資料ゾーン。千曲川をテー

マとし、お城口再開発ビルという上田地域の表玄関から、文化発信をしていきます。市民活動に役立つ行政資料もそ

ろえます。

市民サロン・ 市民ホールを設置し、市民の出会いと交流の場となるように整備します。文化的な企画 ・催しを提供する

とともに、市民の文化創造の場として利用いただけます。

エコール(上田地域図書館情報ネットワーク)の参加図書館として、貸出 ・返却、予約、資料の複写ができるととも

に、行政機関・観光等の案内窓口にもなります。

また、住民票 ・戸籍、各種税証明を発行する諸証明カウンターが併設されます。

運営については、市民団体等との協働による運営を目指しています。特に、市民ホール、セミナールームの企画 ・運営

は関係の市民団体 ・NPOが主体となった運営を予定しています。また、開館時聞は、平日は夜8時を目安に検討中

です。

目

「h 図書館からのお願い i 
図
書
・
雑
誌
・
文
庫
本
窓
ど
の
寄
贈
に
ご
協
力
を

①
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氏
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、
年
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、

市民説明会が次のとおり 開催されます。

じ〉とき 5月2日後)午後1時30分~ じ〉ところ市民説明会 中央公民館3階大会議室

15.4.16 [20 ] 

新車両は4代目。電動式車椅子リフトを備えていて、 高齢者.

や身体の不自由な方にも利用していただけるようになりました。

また環境に配慮し、平成15年度排気ガス・平成17年度東京都ディー

ゼルエンジン排気ガス規制適合車となっています。

車両には約3，500聞を積載。車外には雨・日よけ電動式テント

も備わりました。

新しくなったやまびこ号を、ぜひご利用ください(やまびこ

号巡回表は、上田市・市立図書館のホームページ、 「教育うえだ」

3月16日号に掲載されています)。

移動図書館車「やまびこ号」が新しくなりました



来春、街城口再開発ビル4階に
(仮称)情報弓イーヌ弓リーが開館し号ます
上田市では、(仮称)情報ライブラリーについて、多くの市民の皆さんから要望や提案をいただきなが

ら検討を進めてまいりました。この度、レイアウト図、特色・内容等がまとまりましたので、その概要を

お知らせします。

来年4月の開館を予定するとともに、段階的に整備を進めていきます。市民の皆さん、特色ある充実し

た市民の図書館づくりに参加しませんか。

-セミナールーム
地元大学等と提携したセ
ミナ一、パソコンを使った
情報活用講座や講演会を予
定。市民の皆さんの会議室
としても利用いただけます。

-文庫本・新書
コーナー

-干曲川地域
資料ゾーン
上田地域の人材・素材を
活かした、地元にゆかりの
ある作品。干曲川地域に関
わる歴史・文学・人物・自
然・民俗・産業等の図書・
地域資料、映像等

-視聴覚

通勤、通学、出張のお供に便利
な文庫本・新書

資料コーナー
地域の記録映像や、暮ら
し、文化教養に役立つビデ
オ・ ovo.coなどをそ
ろえます。館内で視聴もで
きます。

・雑誌・新聞コーナー
子どもか5お年寄りまで楽しめ
る雑誌。暮5しや仕事に役立つ豊
富な種類の新聞・雑誌。外国語の
資料

-暮5しとビジネス
ゾーン
健康・医療に関する本、 B鮒ラ・
ガーデニング・住宅に関する本、
パソコン関係・資格取得に役
立つ資料、教育・法律・経済・
金融に関する資料、各種事典・
ハンドフ、ック、各種統計等

.データベース
コーナー
新聞記事や雑誌記事、人
物情報、企業情報、法令、
判例など各種オンライン系
のデータベースにアクセス
できるパソコンをそろえる
予定です。

-絵本コーナー
赤ちゃん連れでも
気軽に寄れる絵本コー
ナー。上田地域にゆ
かりのある絵本作家
の作品、子育て支援
の情報誌などもそろ
えます。

-市民サロン
・市民ホール
ステージや展示パネ
ル等を整備し、定期的
に企画展、朗読・語り、
ビデオ上映会などを開
催。待ち合わせや休憩
にも利用いただけます。

(仮称〉情報ライブラリー
の名称を募集します

r 

じ〉申し込み ①名称 ②選んだ理由 ③応募者の住所、

氏名、年齢、性別、職業、電話番号を書いて郵送、

または電子メールでお申し込みください。市立図

書館、創造館分室でも申し込めます。

じ〉締め切り 5月31日(土)

[ 21 ] 15.4.16 

.問い合わせ。
上田市立図書館
ft22・0880/悶28・1118
E-mail jlib@city.ueda.nagano.jp 

ホームページ
http://www.city.ueda.nagano.jp/ 
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写真家
ハリー・K・シゲタの
アメリカ調査報告会

3月9日(日)、写真家ハリー・ K・シゲタのアメリカ

調査報告会が中央公民館で開催され、約50名のかたが

参加されました。

市教育委員会では、上田市出身で、アメリカにおい

て活躍した写真家ハリー .K・シゲタ(1887-1963) 

について調査を進めています。今年の 1月29日，_， 2月

7日には、上田市の政策的海外派遣研修制度を利用し

て、生涯学習課職員の藤城優子主任(学芸員)がアメ

リカへ行き現地調査を行L、ました。今回はこの調査に

ついて報告をしました。

当日 は、藤城主任が「ハリー・ K・シゲタってどん

な人」、「アメリカで調べたかったこととは」、「アメリ

カで判ったこと」の 3点について、スライドを用いて

説明しました。

r 
アメリカ調査の詳しい内容は、来月号からシリー

ズでお伝えしていく予定です。

' うえだ演劇体験プログラム2003が始まります、

~害毒:''i¥いわる。志の空会ゆn':.ラ~
旧第一中学校跡地の音楽室を中心に、小劇場演劇をまるごとたのしめるプログラムがはじまりま

すO 演劇を観るだけでなく、実際に体験したり、フリートークをしたり内容盛りだくさんO 上田地

域ではなかなか触れることのできない、小劇場演劇ならではの「ナマの魅力」をたっぷりとお楽し

みください。

.トークイベン卜「演劇っておもしろい?J

じ〉とき 4月20日(日)午前10時~正午

じ〉ところ 旧第一中学校跡地音楽室

じ〉司会森角威之さん(劇団天然工房代表)

[>トークテーマ 「映画と演劇」など

じ〉対象演劇に興味のあるかた

[>入場料無料

・ワークショッブ(演劇体験ワークショップ)

ワークショップとは、参加者が実際に体験すること

を通して、表現方法や理論を学ぶ場のことです。

風コース(全3回)

ありのままの自分を自然に表現するための課題に取

り組みながら、舞台に立つ楽しさを実感していきますo

b日程等 4月20日(日)午後1時，_， 5時30分(中央公民
館第4会議室)、 6月1日(日)・同 8日(日)午前10時

~午後3時(旧第一中学校音楽室)

じ〉参加料 1，500円(3回分)

[>講師松田信行さん(劇団天然工房役者)

空コース

「とにかく演劇は初めて」というかたや「少しだけ

体験してみたい」というかたのためのクラスです。芝

居っくりのノウハウを紹介します。

[>日程等 6月13日働午前10時~午後3時(旧上田第

一中学校跡地体育館)

じ〉参加料 500円

・劇団天然工房上田公演「ソプラノJ

bと き 6月14日出…午後7時開演
同 15日(日)…午後2時・ 7時開演

(開場は開演の30分前です)

じ〉ところ 旧第一中学校跡地音楽室

じ〉入場料前売り…一般1.500円、高校生以下1，000円

当 日…一般2，000円、高校生以下1，000円

bチケット取り扱い 上田市教育委員会、中央公民館、
上田市民会館、琴光堂、平安堂上田庖・しおだの

庖 ※4月20日(日)から販売となります

-問い合わせ・ワークショップ申し込み

、 l 生涯学習課 (H23・5102)、天然工房を呼ぶ会事務局(荒井H090・9359・3816) I .. ; 
‘・圃圃圃園園田園田園圃圃園園田園田園圃圃圃圃圃園田園田園園田園圃園田園圃圃圃圃園田園田園圃圃圃圃圃圃圃圃園田園圃圃."...

15.4.16 [22] 



教育うえだ

文芸
平成14年
年間優秀作品

決定

で〉

「
教
育
う
え
だ
」
最
終
ぺ
!
ジ
に
毎
月
掲

載
し
て
い
る
文
芸
欄
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

の
各
部
門
で
、
平
成
比
年
年
間
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、

3
月
日
日
備
に
福
祉
会
館
で
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年

1
年
間
に
投
稿
さ
れ
た
作
品
数
は
、

短
歌
が

1
9
0
9
首
、
俳
句
が

2
3
2
0
旬、

川
柳
が

1
5
0
0
句
で
す
。
こ
の
多
く
の
作

品
の
中
か
ら
各
部
門
の
選
者
の
先
生
が
た
に
、

そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
作
品
を
選
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

き
ょ
う
せ
い

杏
生
さ
ん
(
矢
沢
)

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
に
げ
な
く
聞
き
し
が
そ

短
歌

青
木

の
、
一
言
葉
わ
れ
は
余
生
の
指
針
と
ぞ
せ
む

俳
句
本
木
節
子
さ
ん
(
中
野
)

蛇
を
見
し
目
を
そ
の
ま
ま
に
人
に
向
け

き

ょ

川
柳
中
沢
希
余
さ
ん
(
西
脇
)

残
り
火
で
溶
か
す
女
の
絵
ロ

l
ソ
ク

つ酋部公民館長 れ次募が長集募をし の ; "'$ きまの 市民
しかあ 民

と たむがたまり 活居をの 公募
)あきし 館長公民 した図声を

歳56。松木俊明 に 委警T山」こ結果17、ためる、反せ映さ 会0.一J、、
選任 名公公 主館口~ 

材木(ま さ替オミ応の民館民館

委全主経歴な在住わざ塩主経歴な在住町 長合1J¥・

盤戸(い 七九回

『上田市誌J
編さんだより⑨

上田市域の

中世山城跡

室
町
時
代
も
中
ご
ろ
に
な
る
と
、

幕
府
の
権
威
が
し
だ
い
に
弱
ま
っ
て

き
た
た
め
、
各
地
で
戦
乱
が
続
く
よ

う
に
な
り
、
地
方
の
領
主
た
ち
は

や

ま

じ

ろ

と

り

で

山
城
や
砦
を
築
き
自
分
の
領
地
を
警

備
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
田
市
域
に
も
、
室
町
時
代
か
ら

戦
国
時
代
に
か
け
て
築
か
れ
た
と
み

ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
中
世
の
山
城

跡
や
砦
跡
が
約

ω箇
所
ほ
ど
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
域
の
北
側
太
郎
山
・
虚
空
蔵
山

と

い

し

こ

め

や

ま

は

な

ご

麓
に
は
、
砥
石
・
米
山
城
跡
、
花
古

ゃ

う

し

ぶ
せ

あ

ら

屋
城
跡
、
牛
伏
城
跡
、
荒
城
跡
、
虚

空
蔵
山
城
跡
、
持
越
城
跡
、
和
合
城

跡
な
ど
約
日
箇
所
の
城
跡
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
砥
石
・
米
山

城
跡
は
、
南
方
に
突
き
出
し
た
尾
根

を
利
用
し
て
築
か
れ
た
城
で
、
上
田

市
域
に
点
在
す
る
山
城
跡
の
中
で
も

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
で
す
。
歴

史
的
に
は
天
文
印
年

(
1
5
5
0
)

武
田
信
玄
が
こ
の
城
を
攻
め
た
お
り
、

守
る
村
上
義
清
軍
の
勢
い
に
ど
う
し

て
も
落
と
せ
ず
、
後
世
「
信
玄
の
砥

、ノ

市誌編さん室(ft25・9741)

石
く
ず
れ
」
と
い
わ
れ
る
城
と
し
て

有
名
で
す
が
、
そ
の
翌
年
に
は
真
田

幸
隆
の
計
略
に
よ
り
容
易
に
落
城
し

た
山
城
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
部
地
域
の
烏
帽
子
山
麓
に
は
、

岩
清
水
地
籍
に
あ
る
矢
沢
古
城
跡
や

矢
沢
地
籍
の
矢
沢
城
跡
が
あ
り
、
さ

ら
に
川
西
地
域
に
は
上
室
賀
の
下
洞

山
の
尾
根
に
室
賀
氏
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
笹
洞
城
跡
や
、
浦
里
小
学
校
裏

山
の
飯
綱
山
中
腹
に
築
か
れ
た
浦
野

古
城
跡
、
日
向
小
泉
に
あ
る
小
泉
城

跡
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

塩
田
地
区
で
は
東
前
山
に
あ
る
塩
田

さ

や

ま

城
跡
、
石
神
の
吉
沢
城
跡
、
沢
山
湖

ま

ぶ
せ

周
辺
に
築
か
れ
た
馬
伏
城
跡
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

o 5開1

こ
の
う
ち
、
独
鈷
山
の
支
峰
弘
法

山
北
斜
面
に
築
か
れ
た
塩
田
城
跡
は
、

南
北
お
よ
そ

7
0
0
m
、
東
西
の
最

大
幅
お
よ
そ

1
8
0
m
あ
り
、
山
腹

一
帯
に
加
数
段
の
執
が
階
段
状
に
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
郭
の
両
側
、
東
と 塩田城跡出土の将棋の駒、人形

西
に
は
そ
れ
ぞ
れ
砦
も
築
か
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
内
堀
と
呼
ば
れ
る

空
堀
跡
よ
り
北
側
に
は
、
侍
屋
敷
跡

や
城
下
町
が
南
北
お
よ
そ

7
0
0
m
、

東
西
お
よ
そ

2
0
0
m
に
及
ぶ
範
囲

に
広
が
っ
て
城
館
跡
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
中
世
の
城
館
跡
と
し
て
は
長

野
県
下
で
も
最
大
規
模
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
塩
田
城
跡
は
、
昭
和
必
年
か

ら
同
臼
年
に
か
け
て
数
回
に
わ
た
る

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
遺

構
と
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
中

腹
に
あ
る
「
虎
の
口
」
と
呼
ば
れ
る

部
分
か
ら
は
、
石
積
み
遺
構
や
井
戸

跡
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
下
の
広
い
段

郭
か
ら
は
礎
石
を
伴
う
二
棟
の
建
物

跡
・
溝
跡
・
敷
石
遺
構
・
土
坑
な
ど

の
遺
構
や
、
そ
れ
に
伴
う
遺
物
と
し

て
、
当
時
使
わ
れ
た
土
器
・
陶
器
類
、

と

う

す

中
国
製
磁
器
類
、
銅
銭
・
万
子
な
ど

の
金
属
製
品
、
硯
・
石
臼
な
ど
の
石

製
品
、
そ
し
て
塗
物
・
曲
物
・
箸
状

木
製
品
・
建
築
部
材
あ
る
い
は
将
棋

ひ
と
が
た

の
駒

・
人
形
な
ど
の
木
製
品
類
も
大

量
に
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

遺
物
の
中
で
、
特
に
大
陸
か
ら
渡
来

と
こ
な
め

し
た
磁
器
類
や
常
滑
系
陶
器
類
か
ら
、

塩
田
城
は
室
町
時
代
後
期
の
築
城
と

推
定
さ
れ
た
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
上
田
市
域
の
山
城

に
つ
い
て
は
、
歴
史
編
問
の
『
室
町
・

戦
国
時
代
の
争
乱
』
に
詳
し
く
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
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三~ ~J­

dノ、‘~、-
句

品
位

作

数

了

特

稿
一
阿
計

四日又

一
4

の

一倍
明

月一
t
t

今
一
問
机

短

川

瞬
可欠

見
る
幾
つ
か
の
b

与
を
強
く
越
、
ぇ
ゆ
け

八

木

沢

小

林

さ

よ

子

乏
え
ば
立
て
願
い
寸
っ
て
台
力
に
て
ひ

孫
は
人
生
一
歩
踏
み
出
す

松

尾

町

大

石

治

い
つ
か
吾
も
こ
こ
に
求
る
こ
と
あ
ら
む

か
と
老
人
ホ

1
ム
に
持
除
機
を
押
す

小

泉

清

水

悦

男

柊
り
な
き
も
の
を
求
め
て
手
さ
ぐ
り
で

生
さ
ん
と
思
う
八
十
路
の
春
を

古

安

曽

関

清

人

評
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
詠
ん
で

い
て
、
好
感
が
持
て
る

選
者
詠

陽
光
の
流
る
る
中
に
咲
く
梅
の
や
さ
し

さ
お
む
る
動
乱
の
世
に

訂
正

3
月
号
入
選

3
首
目
、

の
誤
植
で
し
た
。

羅
患
は
羅
漢

#~ 
伺

上

堀

工

藤

じ

ゅ

ん

カ
ス
テ
ラ
の
底
の
ざ
ら
め
や
春
の
夜

越

戸

羽

生

田

め

ぐ

美

蕗
の
茎
其
処
に
彼
処
に
も
う
夢
中

下

房

山

秋

山

千

枝

子

桜
貝
色
の
日
暮
れ
と
な
り
に
け
り

保

野

清

水

ゆ

き

子

も
み
あ
げ
と
ひ
げ
を
伸
ば
し
て
卒
業
す

下

紺

屋

町

小

島

寛

大
く
さ
め
老
眼
鏡
を
跳
ね
上
げ
る

浦

野

小

林

信

宏

井
い
奔
い
て
落
ち
る
月
花
ゅ
ん
蔵
ま
で

岩

門

宮

島

房

子

押
絵
雛
押
絵
習
ひ
し
頃
忠
ふ

小

泉

木

村

シ

モ

茶
を
か
え
て
友
ひ
き
と
め
る
雪
の
ふ
一

福

田

田

中

優

美

子

一
足
か
や
老
犬
と
爺
歩
を
令
わ
せ

常

磐

町

白

鳥

つ

な

マ
ン
シ
ヨ
ン
の
空
部
屋
消
え
て
春
来
た

る

小

泉

田

中

春
日
和
園
児
砂
場
に
遊
ぶ
声

北
大
手
町
中
曽
根
和
夫

胸
の
つ
か
え
と
る
が
に
咲
き
ぬ
ク
ロ
ッ

カ
ス

神

北田

竹
内

老
い
て
今
花
を
咲
か
せ
る
趣
味
に
生
き

大

手

町

荻

野

ま

つ

江

意
欲
で
は
負
け
ぬ
パ
ワ
ー
で
老
い
を
生

島
長
」
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熊
坂
口
問
問

ど

哀
し
み
の
在
り
処
を
採
る
眼
し
て
脱
の

月
は
静
か
に
こ
ろ
が
る

国

分

工

藤

じ

ゅ

ん

芳
定
の
欽
の
リ
ズ
ム
軽
や
か
に
渉
む
樹

液
に
春
陽
が
映
る小

牧

宮

島

正

如
月
の
光
に
こ
ぶ
し
牙
を
吹
き
て
舗
道

に
春
を
紡
ぎ
初
め
た
り

下
常
田

年
成
選

遠
藤

夙
子

矢

島

渚

男

選

口
州
国
白

水
泳
を
見
る
や
鉄
鎖
に
縫
り
っ
き

千

曲

町

神

原

晴

一

競
ひ
令
ひ
ザ
び
令
ふ
よ
う
に
梅
閃
く

川

辺

町

北

村

登

美

子

余
寒
な
ほ
労
り
な
が
ら
別
れ
け
れ
/

小

牧

片

岡

同
門
阿

U

捨
て
バ
イ
ク
黒
塊
晒
す
野
焼
あ
と

生

塚

春

原

征

二

指
先
の
つ
め
た
さ
令
せ
パ
ス
を
待
つ

上

常

国

関

礼

子

日
脚
廷
ぶ
ひ
と
り
っ
き
り
と
一
匹
に て

つ

選
者
吟

あ
た
た
か
し
水
の
地
球
と
い
ふ
言
葉

下
室
賀
久
保
田
け
さ
い

絵
日
記
に
小
さ
な
春
が
顔
揃
え

伊

勢

山

塚

原

よ

し

郎

徳
枝

日
間
凶
凹

心
情
を
新
茶
一
服
こ
こ
ろ
解
く

岩

下

岩

崎

キ

ク

親
の
欲
我
が
子
に
甘
い
色
メ
ガ
ネ

築

地

内

山

晴

子

香
水
に
眠
っ
た
振
り
が
寄
り
か
か
り

住

吉

中

山

吉

泰

頑
張
っ
た
子
に
天
神
の
格
匂
う

緑
が
丘
北
小
宮
山
町
子

石
蹴
っ
て
冬
の
寒
さ
の
音
を
聞
く

蒼

久

保

竹

下

利

雄

発
想
を
替
、
え
て
明
る
く
灯
を
点
す

下

本

郷

久

保

あ

き

よ

群
雀
架
線
に
描
く
わ
ら
べ
唄

材

木

町

大

谷

文

子

水
鳥
の
波
紋
も
緩
む
堀
の
春

新

田

酒

井

朗

決
あ
と
素
直
な
風
が
視
さ
込
む

上

常

田

大

森

松

枝

買
収
の
カ
ネ
で
動
く
か
世
の
大
主

中

村

金

沢

道

弘

喜
寿
と
な
り
見
つ
む
命
の
真
剣
味

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

産
な
か
ば
蕗
の
茎
笑
む
採
れ
ぬ
位
置

緑

が

丘

西

宮

沢

幸

穂

囚
門
凶
凹

戦
争
も
テ
ロ
も
正
気
の
人
の
業
お
ぼ
ろ

月
抱
く
か
の
無
力
感
下

房

山

秋

山

千

枝

子

橘
を
利
か
す
筆
笥
の
背
広
ワ
イ
シ
ャ
ツ

に
夫
の
退
職
そ
っ
と
告
げ
た
り

国

分

漸

喉

薫

代

き
さ
ら
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